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独
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成
陽
底
張
湾
に
お
廿
る
北
周
・
陪
唐
墓
の
発
見

一
九
五
三
年
、
快
西
省
西
安
市
の
対
岸
、
戚
陽
の
底
張
湾
で
土
木
工
事
に
と
も
な
っ
て
多
数
の
古
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
中
か
ら
各
種
の

明
器
泥
象
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
副
葬
品
が
見
出
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
あ
る
も
の
は
壁
画
で
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
出
土
の
墓
誌
銘
か

ら
北
周
よ
り
惰
を
へ
て
唐
代
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

翌
一
九
五
四
年
に
は
北
京
で
基
本
建
設
に
と
も
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
全
国
出
土
文
物
展
覧
会
が
開
催
せ
ら
れ
、
底
張
湾
出
土
品
の
一
部
も
出

品
さ
れ
、
こ
の
展
観
の
図
札

μ
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
七
年
、
北
京
の
歴
史
博
物
館
ゃ
、
西
安
の
快
西
省
博
物
館
で
、
出
土
品
や
壁
画
を
見
学
す
る
機
会
が
あ
た
え
ら
れ
た
が
、
豊
富
な
泥

備
や
、
あ
ざ
や
か
な
壁
画
は
い
ま
に
わ
す
れ
が
た
い
も
の
が
あ
る
。

も
の
が
、

底
張
湾
古
墓
そ
の
も
の
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
く
わ
し
い
報
告
が
な
い
。
し
か
し
出
土
の
明
器
泥
象
の
類
の
う
ち
唐
代
に
属
す
る

一
九
五
七
年
に
図
集
と
し
て
公
け
に
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
九
年
に
は
底
張
湾
陪
墓
出
土
の
東
ロ

1
マ
帝
国
代
の
金
貨
に
つ
い
て
、

惰
越
国
公
独
孤
緩
の
墓
誌
銘
の
考
証



惰
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

夏
用
応
料
詳
細
な
研
究
を
こ
こ
ろ
み
、
こ
の
惰
墓
が
階
一
趨
国
公
独
孤
羅
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

い
ま
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
た
も
の
を
整
理
し
て
み
る
と
墓
誌
銘
を
有
す
る
も
の
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

表

I
険
西
省
成
陽
成
張
湾
に
お
け
る
北
周
・
惰
唐
墓

主語
七回

五
七

〆’、
六六五五
四 C九九
二 O九五、．〆

七一

O

七
二
六

七
四
四

七
四
七

七
四
八

七
八
六

た
ら
な
い
が
、

書
巻
百
八
十
八
）

；！七時
周代

，， 宿，， 雪，， ，， ，， ，， ，， ，， 

四
双
（
葬
）
年

関
帝
元
年
夜

建
徳
元
年

関
皇
十
五
年

関
車
十
九
年
袈

（
二
十
年
葬
）

貞
観
十
六
年

景
雲
元
年

関
元
十
四
年

天
宝
三
年

天
宝
六
年

，， 

じ
年

被

葬

者

内

容

独

孤

信

墓

誌

・

石

棺

段
威

独
孤
羅

独
孤
関
遠

万
泉
県
主
醇
氏

辞
従
筒

豆
慮
建

唐
少
府
監

張
去
箸

張
去
逸

郊
国

大
長
公
主

壁
画
・
陶
備
、
陶
牛
車

墓
誌

壁
画
・
文
吏
係
、
楽
団
側

瓦
鶏
な
ど

男
室
・
立
摘
、
騎
馬
情

文
吏
、
武
士
、
楽
伺

墜
繭

一出
九土
五年

備

考

険
西
省
博
物
館
所
見

男
・
女
桶
、
騎
馬
、

ラ
ク
ダ
像
、
陶
山

文
吏
桶
、
女
舞
偶

騎
馬
情

こ
れ
ら
墓
誌
中
に
み
え
る
段
威
は
、
隔
の
名
将
、
段
文
振
の
父
で
あ
り
畑
一
躍
六
十
段
、
張
去
春
、
去
逸
の
二
人
は
い
ま
だ
検
索
す
る
に
い

一
円
の
兄
弟
と
考
え
ら
れ
る
し
、
醇
民
は
章
、
議
、
柳
、
楊
、
杜
の
諸
氏
な
ど
の
間
中
の
名
家
の
一
つ
で
あ
ろ
う
か
。

貞
一
万
三
年

，， 

文
物
参
考
資
料
五
四
｜
一

O

文
参
五
四
｜
一

O

考
古
学
報
五
九
｜
三

文
参
五
四
｜
一

O

考
学
五
九
三

侠
西
省
出
土
陶
桶
選
集

II ，， ，， ，， 

庁
（
四
号
選
）

一
九
五
四

，， 

一
九
五
三

，， 

，， 

H

（
一
一
三
号
墓
）

，， 

，， 

，， 

，， 

（
新
唐

独
孤
信
、
独
孤
羅
、
独
孤
開
遠
は
の
ち
に
の
べ
る
や
う
に
祖
父
子
の
三
代
で
あ
り
、
西
説
、
北
周
、

惰
お
よ
び
唐
の
初
め
に



長
安
を
中
心
と
し
て
活
躍
し
た
独
孤
民
の
一
族
で
、

は
か
ら
ず
も
乙
の
一
族
の
墓
が
ま
と
ま
っ
て
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
ぷ
か
い
。

独
孤

信
、
独
孤
開
遠
の
墓
誌
銘
の
全
文
は
い
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
独
孤
信
の
も
の
は
西
安
の
博
物
館
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ま

独
孤
羅
の
墓
誌
銘
が
報
告
さ
れ
た
の
で
、

乙
の
機
会
を
か
り
で
、
そ
の
墓
誌
銘
を
め
ぐ
り
、
い
さ
さ
か
必
要
の
資
料
を
捗
索
し
て
み
た
い
。
こ

れ
は
北
朝
史
と
北
朝
考
古
学
、
階
唐
史
と
惰
唐
考
古
学
の
一
接
点
を
な
す
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

註

l
、
「
全
国
基
本
建
設
工
程
中
出
土
文
物
展
覧
図
録
」
一
九
五
四
年
、

「
文
物
参
考
資
料
」
一
九
五
四
｜
一

O

2
、
侠
西
省
文
物
管
理
委
員
会
編
「
侠
西
省
出
土
膚
備
選
集
」
一
九
五
八
年

3
、
夏
鶏
「
戚
陽
底
張
湾
惰
墓
出
土
的
一
束
羅
馬
金
幣
」
（
「
考
古
学
報
」
一
九
五
九
｜
一
二
）

4
、
｝
九
五
八
年
、
長
安
県
南
里
王
村
か
ら
は
章
氏
の
一
門
意
洞
の
暮
が
出
て
い
る
。
険
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
長
安
県
南
里
玉
村
唐
意
澗
墓
発
掘
記
」

（
「
文
物
」
一
九
五
九
｜
八
）

独
孤
躍
裏
の
発
見
と
そ
の
墓
誌
銘

独
孤
羅
の
墓
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
く
わ
し
い
乙
と
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
墓
か
ら
東
ロ

l
マ
の
金
貨
が
出
た
こ
と
を
、

一
九
五
四
年
、
は
じ
め
て
張
鉄
弦
氏
が
『
文
物
参
考
資
料
』
に
紹
介
し
た
。

乙
れ
と
と
も
に

『
文
物
図
録
』
に
は
底
張
湾
惰
墓
出
土
の
明
器
泥
象
の
類
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
男
女
の
騎
馬
勝
、

金
彩
の
武
士
像
、

婦
人
像
、

（第
3
図
1
・
2
）
老
人
像
が
あ
る
。
い
づ
れ
も
型
か
ら
と
っ
た
も
の
で
、
姿
勢
も
表
情
も
い
ま
だ
に
か
た
い
。
底
張
湾
に
は
段
威
墓
の
ご
と

き
惰
墓
が
他
に
も
あ
る
の
で
独
孤
羅
墓
出
土
の
も
の
と
は
き
め
得
な
い
が
、
の
ち
に
の
べ
る
初
唐
（
貞
観
十
八
年
）
独
孤
関
連
墓
出
土
品
に
く

ら
べ
て
や
や
生
硬
で
、
北
貌
と
唐
を
む
す
ぶ
も
の
で
あ
る
乙
と
は
あ
ら
そ
わ
れ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
惰
式
と
も
称
す
べ
き
・
も
の
で
あ
る
。

金
貨
に
つ
い
て
は
夏
粛
民
（
向
く
わ
し
い
研
究
が
あ
る
。
い
ま
そ
れ
に
従
う
と
径
二
・
一
セ
ン
チ
、
重
さ
四
・
四
グ
ラ
ム
を
は
か
る
。
（
第
1
図）

階
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証



階
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独
孤
緩
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墓
誌
銘
の
考
証

両
面
と
も
に
図
像
と
銘
文
が
あ
る
。

を
も
っ
小
人
物
像
が
み
え
る
。
銘
は

四

一
一
聞
は
珠
飾
の
あ
る
冠
を
い
た
だ
い
た
王
者
の
半
身
像
が
あ
り
、
右
手
に
王
杖
ぞ
も
ち
、
そ
の
下
に
こ
れ

ロZ
H〈
ω叶
H
Z〈
ωHMMM〉
〈
の

と
よ
ま
れ
る
。
裏
面
に
は
胃
を
つ
け
た
女
神
が
、
宝
座
上
に
坐
し
右
手
に

戚陽底張湾 階独孤羅主選出二！こ

東ローマ金貨 (Justin][ . A. D. 565-578) 

杖
を
、
左
手
に
地
球
を
も
ち
、
地
球
の
上
に
十
字
架
が
あ
る
。

こ
こ
に
は

〈
同
の
吋
C
何
回
〉
〉
〈
の
の
の
開
と
い
う
銘
が
よ
ま
れ
る
。

前
の
銘
は
り
（
。
5
5
5）
Z
（0
2
R）
同
〈
ω吋
H
Z〈
ω
句

（白丹市円）可（白丹江田町）

〉
〈
の
（

g
Eる
で
あ
り
「
わ
れ
ら
の
主
、

祖
国
の
父
で
あ
る
至
尊
な
る
皇
帝
ユ
ス

チ
ヌ
ス
」
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
後
者
の
の
O
Z
（凹
S
E
Z
O
H
M－白）

O
回
（
回
日
開
口
忠
由
）

は

「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
鋳
造
」

〈
同
の
叶
。
HNH〉
〉
C
の
の
の
は
至
尊
な
る
皇

帝
「
（
ア
ウ
グ
ス
ッ
ス
）
の
勝
利
」
の
が
三
つ
あ
る
の
は
ユ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
晩
年

（
五
七
四
よ
り
）
病
の
た
め
た
た
ず
、

皇
后
ス
ピ
ア
お
よ
び
皇
太
子
テ
イ
ベ
リ
ウ
ス

（H
，P
R
E回
同
）
が
摂
政
で
あ
っ
た
た
め
、
三
人
の
ア
ウ
グ
ス
ッ
ス
を
指
し
た
。
末
尾

第1図

の
E
は
鋳
貨
の
地
点
の
第
何
号
に
あ
た
る
審
号
で
あ
る
。

王
者
の
上
に
一
孔
を
う
が
っ
て
い
る
。

乙
れ
は
楓
用
の
た
め
、
の
ち
に
み
の
げ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

一
枚
の
金
貨
は
、

こ
の
や
う
に
、
東
ロ

l
マ
帝
国
ユ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
二
世

G
E
E園
、
五
六
五

l
五
七
人
年
）

時
の
・
も
の
で
コ
ン
ス
タ
ン
チ

、
ノ

l
プ
ル
鋳
造
の
も
の
と
考
定
さ
れ
て
い
る
。

な
る
。
蓋
石
の
上
に
は
方
格
の
中
に

独
孤
羅
の
墓
誌
銘
は
同
時
に
拓
本
で
紹
介
，
さ
れ
て
い
る
。
大
き
き
ゃ
石
質
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
誌
蓋
、
身
と
も
方
形
の
二
石
か
ら



陪

使

持

節

大

将

軍

越

国

徳

公

独

孤

君

墓

誌

と
い
う
一
行
四
字
、
四
行
の
築
文
の
銘
を
お
さ
め
、
ま
わ
り
を
連
珠
で
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
外
に
三
段
の
文
様
帯
が
あ
る
。
そ
の

中
段
の
文
様
帯
は
忍
冬
文
様
の
中
に
玄
武
、
白
虎
、
朱
雀
、
青
龍
の
四
神
を
そ
れ
ぞ
れ
四
方
に
配
し
て
い
る
。
身
に
あ
た
る
下
石
に
は
一
行
三

十
字
、
二
十
八
行
の
糖
書
よ
り
な
る
堂
々
た
る
銘
文
が
あ
る
。
書
風
の
美
麗
た
る
点
に
お
い
て
は
あ
る
い
は
開
皇
十
七
年
美
人
董
民
の
墓
誌
に

及
ば
な
い
が
、
整
斉
に
し
て
壮
震
な
点
は
み
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
い
さ
さ
か
名
文
に
属
す
る
が
、
そ
の
銘
を
次
に
あ
げ
て
み
よ
う
。

大
南
故
使
持
節
大
将
軍
。
涼
州
細
管
諸
軍
事
涼
州
刺
史
。
越
園
調
孤
徳
公
墓
誌
銘
。

公
語
羅
。
字
離
仁
。
雲
内
盛
柴
人
。
後
居
河
南
之
洛
陽
勝
。
昔
貌
謄
天
銭
。
肇
基
期
野
。
同
徳

選
於
十
人
。
従
王
除
於
七
姓
。
公
霊
根
恵
葉
。
遥
胃
華
宗
。
猶
買
部
之
出
穣
宛
。
若
粛
曹
之

居
盟
加
。
大
父
太
尉
恭
公
。
逸
無
標
事
。
高
情
一
勧
落
。
公
才
天
於
聴
陸
。
衰
職
賞
於
松
相
。
父

信
。
太
師
上
柱
園
越
国
景
公
。
依
縦
自
天
略
不
世
出
。
菜
文
経
武
。
匡
国
憤
時
。
貰
有
利
摘
之

棟
差
。
生
民
之
亀
鏡
。
公
即
景
公
之
元
子
。
今
皇
居
之
長
兄
也
。
駿
骨
天
挺
。
幼
有
絶
電

之
姿
。
全
瑛
不
影
。
自
成
希
世
之
賛
。
永
照
之
末
。
強
臣
撞
命
。
長
戟
南
指
饗
踊
西
巡
。
景
公

掴
家
事
国
。
采
誠
衛
主
。
公
遂
播
越
両
河
。
流
離
三
説
而
神
剣
雄
隠
。
紫
無
慣
存
。
賓
鼎
自

況
。
黄
雲
不
滅
。
周
平
東
夏
。
匝
宇
一
統
。
分
悲
之
鳥
。
重
集
於
桓
山
。
韓
盛
之
華
更
茂
於
移

陪
越
国
公
羅
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

五



階
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

樹
。
大
象
元
季
。
授
楚
安
郡
守
。
導
徳
斉
瞳
。
吏
静
民
和
。
大
象
二
季
秋
八
月
。
除
儀
同
大
将

軍
。
皇
情
。
上
叶
五
精
。
光
臨
四
海
。
紫
数
縛
瞳
。
義
輝
賢
戚
。
開
皇
元
季
三
月
。
除
使
持
節

上
開
府
儀
同
大
将
軍
。
尋
除
領
左
右
大
勝
寧
。
冬
十
一
月
輔
右
武
衛
将
軍
。
ニ
季
鰻
爵

越
国
公
自
一
万
戸
。
十
二
季
拝
大
持
軍
太
子
右
衛
率
。
緯
扉
丹
塀
尊
同
就
日
鳳
僚
鶴

捕
。
義
比
前
星
公
。
官
成
二
宮
。
名
重
百
降
。
文
武
並
運
。
聾
賓
兼
皐
。
十
三
年
除
使
持
節
縞

管
涼
甘
瓜
三
州
諸
軍
事
涼
州
刺
史
。
十
八
季
食
益
州
陽
安
牒
封
一
千
戸
。
此
蕃
路
出

玉
問
。
山
連
梓
嶺
。
地
多
関
塞
。
俗
雑
草
戎
。
秋
月
浦
而
胡
騎
噺
。
期
風
動
而
謹
茄
咽
。
公
威

能
制
冠
道
足
由
民
。
布
政
宣
風
。
遠
懐
遁
服
。
而
朝
光
夕
影
。
未
息
於
銅
壷
。
却
死
還
。
季
空

偉
於
金
竃
。
春
秋
六
十
有
六
。
以
十
九
年
二
月
六
日
寝
疾
亮
於
位
。
捗
尚
騨
見
哀
結
於

概
宮
。
報
膳
興
躍
。
悼
深
於
蹴
震
闘
す
。
廿
季
歳
次
庚
申
二
月
庚
申
期
。
十
四
日
発
酉
。
暦
於

器薬
度州
。淫

混・陽

警護
禁震
湾霊
萄郷
陽静
秋民
於皇
内
府王
。人

物弔
我祭
莫謹
見日
其徳
異公
。瞳
憧也
喜
不惟
形公
於善
色風
。儀

善有
持
盈

若
虚
。
在
終
如
始
。
可
大
可
久
道
著
於
生
前
。
遺
直
遺
愛
聾
停
於
現
後
。
而
雌
松
百
尺
誼

免
於
擢
残
。
華
表
千
季
終
蹄
於
灰
蟻
。
乃
為
銘
日
。

鈍
突
崇
基
。
猪
欺
遠
系
。
局
奔
軒
冠
婚
。
連
胤
資
於
穆
景
公
。
英
威
冠
世
。
濡
足
捜
手
。
師
王

友
帝
。
圃
塊
降
霊
。
方
幅
潟
祉
。
以
弦
鼎
族
欝
為
戚
里
。
惟
公
挺
秀
。
淵
淳
岳
峰
。
鳳
羽
時
時
。

趨
翰
終
起
。
時
逢
啓

聖
運
。
属
惟
新
。
升
降
丹
陛
。
警
衛
紫
震
。
髄
衣
朱
紙
。
暢
鞭
文
”
画
。
宣

威
振
遠
。
樹
徳
臨
民
。
千
月
未
窮
。
一
生
儲
畢
。
哀
鐸
夜
勤
。
霊
瞳
暁
出
。
富
凄
黄
踊
。
勝
銘
日

ー』，、



日
今
来
古
往
。
飛
聾
標
賞
。

骨
－
を
傍
に
う
っ
た
も
の
は
活
字
の
都
合
上
、
通
行
の
字
体
に
あ
ら
た
め
だ
。

普
賢
務

後
漢
光
武
帝
に
つ
か
え
た
頁
復
と
欝
一
向
の
乙
と
で
は
な
い
か
と
お
も
う
が
、
後
考
を
ま
ち
た
い
。
（
「
後
漢
書
」
巻
四
十
六
、
巻
四
十
七
）

保
煎
曹

購
何
と
前
回
参
を
さ
す
。

時
刷
何
は
秦
の
時
、
消
の
小
更
で
あ
っ
た
か
、
高
祖
の
微
賎
の
時
よ
り
つ
か
え
、
後
宰
相
と
な
る
。
晩
年
そ
の
地
位
を
嘗
参

に
ゆ
づ
る
。

（
「
史
記
」
巻
八
、
「
漢
書
」
巻
三
十
九
）

各
前
展
公
前
鼠
公
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

骨
梓
徽

甘
粛
省
検
林
府
懐
速
県
の
間
に
あ
り
と
い
う
。
「
史
記
」
衛
将
軍
探
騎
列
伝
第
五
十
一
に
「
遂
に
四
、
河
南
の
地
を
定
め
、

わ
た

を
絶
る
」
と
み
え
る
梓
領
を
き
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

検
制
相
旧
塞
を
按
し
梓
領

義
暦
は
措
、
「
お
く
」
で
あ
り
、
棺
を
仮
坦
葬
の
場
所
に
安
置
す
る
こ
と
。
北
朝
墓
誌
銘
に
し
ば
し
ば
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
で
み
る
と
か
れ
は
西
魂
、
北
周
の
功
臣
で
あ
っ
た
独
孤
信
の
長
子
で
あ
り
。
情
文
帝
の
妃
、
独
孤
皇
后
の
兄
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

独
孤
信
に
つ
い
て
は
北
周
書
巻
十
六
（
北
史
巻
六
一
）
に
そ
の
伝
が
あ
り
、
羅
に
つ
い
て
も
情
書
巻
七
十
九
（
北
史
巻
六
一
）
に
そ
の
伝
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

註

ー
、
張
鉄
弦
「
談
会
園
出
土
文
物
民
覧
中
的
北
方
発
創
口
問
」
（
「
文
物
参
考
資
料
」
一
九
五
四
｜
一

O
）
五
四
頁

2
、
夏
扇
前
掲
論
文
（
「
考
古
学
報
」
一
九
五
九
｜
一
ニ
）
六
七
頁

3
、
平
凡
社
刊
「
書
道
全
集
」
第
七
巻
中
園
、
惰
唐
I
m
－－

旬
奴
独
孤
部
劉
氏
と
独
孤
信
の
登
場

八
旬
奴
独
狐
部
と
独
孤
氏
〉
独
孤
民
の
名
は
も
と
も
と
伺
奴
独
孤
部
の
名
よ
り
で
て
い
る
。
独
孤
部
は
晋
代
の
五
部
伺
奴
の
北
帥
劉
猛
の

惰
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

七



階
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

八

ひ
き
い
た
部
族
で
あ
り
、
伺
奴
屠
各
種
の
系
統
で
あ
る
か
ら
、
内
田
臥
ー
齢
、
挑
札
一
民
の
指
摘
し
た
よ
う
に
独
弧
は
屠
各
の
同
音
異
訳
と
称
す

べ
き
で
あ
る
。

表
][ 

伺
奴
独
狙
氏
（
劉
民
）
の
系
譜

（
劉
氏
）

一
｜
殊
嘩
l
求
引
l
爾
頭
｜
仁
之

一

（

劉

氏

）

（

独

孤

民

）

一
｜
緩
辰
l
丁
万
齢
｜
稽

l
帰

l
巽

1
永
業

一
一
（
劉
氏
）

一

－

l
o
l
l
o
I
l
o
1
1
0
1
l環
筒

「
女
（
北
競
道
武
帝
后
）

劉
猛
の
孫
、
路
孤
は
鮮
卑
拓
抜
部
と
む
す
び
、
北
貌
の
建
闘
に
基
礎
的
な
役
割
を
果
し
た
。
そ
の
子
劉
庫
仁
の
母
は
平
文
帝
（
拓
抜
欝
律
）
の
女

伺

奴

－

l
庫
仁
｜
一
顕

谷

議

王

一

－

l
冗
泥

戸
利
l
鳥
利
｜
劉
猛
l
副
論
｜
路
孤
上

「巻

で
あ
り
、
そ
の
要
は
阻
成
帝
（
什
翼
嚇
）
の
宗
女
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
旬
奴
独
孤
部
の
首
長
は
新
た
に
お
こ
っ
た
鮮
卑
拓
抜
民
と
密
接
な
関
係

を
む
す
ん
だ
。
路
孤
の
孫
、
羅
振
は
道
武
帝
（
珪
）
を
た
す
け
て
、
は
じ
め
南
部
大
人
、
中
原
を
平
定
し
て
か
ら
は
永
安
公
に
封
ぜ
ら
れ
、
征
東
将

軍
定
州
刺
史
に
除
せ
ら
れ
た
。
そ
の
子
羅
振
の
系
統
は
殊
陣
、
商
頭
、
仁
之
と
要
官
を
し
め
た
。
仁
之
は
孝
文
帝
と
と
も
に
洛
陽
に
う
つ
り
、
東

灘
武
定
二
年
（
五
四
四
年
）
捜
し
た
が
、
‘
き
わ
め
て
文
史
を
愛
し
た
人
で
あ
っ
た
乙
と
が
っ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
明
博
J
t

孝
文
帝
は
太
和
十
八

年
洛
陽
遷
都
を
断
行
し
た
が
、
代
人
を
河
南
に
う
つ
し
た
場
合
、
乙
れ
を
河
南
洛
陽
人
と
し
、
北
族
の
言
語
、
衣
服
を
中
国
式
に
あ
ら
た
め

た
。
ま
た
王
室
の
姓
拓
抜
民
を
元
民
と
改
め
、
王
室
と
婚
を
通
ず
る
資
格
の
あ
る
北
族
名
家
の
八
姓
も
、
漢
式
の
単
姓
と
し
た
の
で
あ
る
。

正
穆
陵
｜
｜
穆
民

賀

頼

｜

｜

賀

民

賀

楼

｜

｜

楼

民

歩
六
孤

l
l
陸
民

独

孤
ー

l
劉
民

恒
｜
｜
干
民

勿

達

美

｜

｜

稽

民

尉

遅

｜

｜

尉

民



と
し
て
そ
の
一
つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
て
い
る
の
は
以
上
の
べ
た
事
情
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

乙
の
入
姓
は
中
州
名
門
の
四
姓
、
虚
、
昼
、
鄭
、
玉
と
比
較
さ
れ
た
北
族
中
の
名
円
で
あ
る
。
伺
奴
独
孤
部
の
首
脳
が
い
ま
あ
ら
た
に
独
孤
氏

で
は
、
独
孤
羅
の
父
、
信
は
い
か
な
る
出
自
に
よ
る
も
の
か
。
い
ま
そ
の
墓
の
発
見
よ
り
か
え
り
み
る
乙
と
に
し
よ
う
。

〈
独
孤
信
基
の
発
見
〉

か
れ
の
墓

威陽底張湾北周墓出土騎馬像｛涌

も
一
九
五
三
年
に
底
張
湾
で
出
た
。
墓
誌

銘
は
い
ま
険
西
省
博
物
館
に
陳
列
さ
れ
、

そ
の
か
た
わ
ら
に
石
棺
が
お
か
れ
て
い

た
。
墓
誌
銘
の
全
文
は
公
け
に
さ
れ
て
い

な
い
が
、
小
生
の
見
学
ノ
l
ト
を
み
る
と

「
周
之
元
季
三
月
」
と
い
う
年
号
の
あ
っ

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
張
鉄
弦
民
の
報

第2図

告
に
よ
る
と
、

底
張
湾
的
古
代
墓
葬
中
発
現
了
石
棺
和

陶
備
但
多

第
十
期
に
は
北
周
墓
出
土
の
牛
車
、
大
腹
武
士
伺
、
抱
擁
す
る
男
女
の
像
を
の
せ
、

と
し
る
し
て
い
る
が
、
独
孤
信
墓
に
お
け
る
石
棺
、
陶
桶
に
つ
い
て
は
く
わ
し
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。

『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
四
年

像
（
第
2
図
）
が
み
え
る
。

惰
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

『
全
国
文
物
図
録
』
に
は
こ
の
外
、
鎧
馬
に
の
る
騎
人
の

九



惰
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

－1
1纂

寸
議
｜
｜
師
仁

一

王

蘭

英

一
｜
｜
橿
1
｜
「
｜
開
遺

字
弐
続
（
北
周
明
帝
）

一
｜
｜
独
砕
民
（
周
明
臭
后
）

李
虎
｜
｜
l
一
｜
｜
李
病

i
l李
淵
（
唐
高
祖
）

l
l李
世
民
（
太
宗
）

一l
l独
孤
氏
（
唐
元
貞
皇
后
）
李
崇

1
1
李
敏

楊
忠
｜
｜
l
T
l
l楊
堅
（
陪
文
章
字
文
賛
（
北
周
宜
帝
）
ト
｜
｜
李
静
訓

茂
l

一一
1
1
1
1塁
塑
鍔
）
；

一
丁
｜
独
孤
氏
（
文
献
皇
后
）
一

伏
留
屯
：
：
：
倹
尼

l
l庫
｜

｜

信

｜

｜

一

一

一j
l善
｜
｜
覚
「
警

郭
氏
一

T
1穆
（
伏
陥
）

一

歳

一

｜

延

福

T
l
f
順

一

T
ー
陥
（
懲
邪
）

1
1
1
「
延
寿

｜｜整・
I
l
l
1
1
1
l懐
恩

四
0 独孤｛言とその一族の系譜（太字は墓の発見せられたもの）表E

こ
れ
は
胃
を
か
ぶ
り
、
套
衣
の
下
に
撞
一
回
・
を
お
び
た
武
人
が
、
札
甲
の
馬
鎧
で
お
ほ
う
た
馬
に
の
る
姿
を
う
つ
し
て
い
る
。
馬
宵
は
あ
き
ら

か
で
な
い
が
、
面
繋
が
つ
い
て
い
る
の
が
み
と
め
ら
れ
る
。
鎧
馬
の
怖
は
西
安
草
廠
此
ぺ
号
北
朝
墓
や
河
南
部
県
北
朝
基
の
画
弘
常
な
ど
に
も



み
え
る
し
、
麦
積
山
第
一
一
一
七
乱
J
北
郵
）
、
敦
健
二
八
L
H仲
（
西
灘
）
の
壁
画
に
そ
の
鎧
馬
に
の
る
武
人
の
戦
斗
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

後
者
は
西
説
大
統
四
、
五
年
の
造
像
銘
が
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
は
鎧
馬
に
の
り
甲
胃
を
お
び
た
武
人
と
、
橋
と
万
と
を
も
っ
兵
士
が
あ
る
。

こ
の
札
甲
の
鎧
馬
は
高
句
麗
の
壁
画
に
も
見
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
布
は
い
わ
ゆ
る
騎
馬
民
族
の
舞
向
子
あ
り
、
北
族
の
台
頭
と
と
も
に
急

速
に
普
及
し
た
も
の
で
、
北
説
お
よ
び
そ
れ
に
つ
づ
く
時
代
の
軍
隊
の
重
要
な
装
備
で
あ
っ
た
乙
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。

『
文
物
参
考
資
料
』
図
版
九
八
に
は
底
張
湾
の
北
周
建
徳
元
年
墓
の
北
壁
に
あ
る
壁
画
婦
人
像
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
両
袖
を
あ
わ
せ
て

手
を
通
し
た
婦
人
の
像
で
、
形
は
西
安
草
廠
披
の
婦
人
備
に
ち
か
い
。
こ
れ
ら
北
周
墓
出
土
品
や
壁
画
が
ど
れ
に
と
も
な
っ
た
か
は
将
来
を
ま

つ
外
は
な
い
。

八
独
国
信
の
生
涯

V
さ
て
独
孤
信
に
つ
い
て
は
北
周
書
巻
十
六
に
く
わ
し
い
そ
の
伝
が
み
え
る
。
そ
の
本
名
は
知
願
と
い
っ
た
。
そ
の
先

は
・
も
と
も
と
雲
中
に
あ
り
、
伏
留
屯
は
部
落
大
人
で
北
貌
と
と
も
に
お
こ
り
、
祖
父
倹
尼
は
和
平
年
間
良
家
の
子
で
あ
る
た
め
雲
中
よ
り
武
川

鎮
に
う
つ
っ
た
。
父
の
庫
は
領
民
酋
長
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
彼
の
先
祖
は
独
孤
部
に
は
属
し
た
が
、
劉
庫
仁
な
ど
の
家

系
の
や
う
に
、
拓
抜
民
と
結
ん
で
中
原
に
進
出
し
貴
族
化
を
ふ
か
め
た
も
の
と
ち
が
っ
て
、
む
し
ろ
北
鎮
の
将
と
し
て
北
辺
の
生
活
を
つ
づ
け

て
い
た
も
の
で
あ
る
。

北
説
が
北
辺
に
そ
な
え
た
北
鎮
の
将
も
、
は
じ
め
は
良
家
の
子
弟
を
あ
て
た
の
で
あ
る
が
、
平
城
よ
り
洛
陽
へ
遷
都
を
行
い
、
ま
た
南
朝
と

の
聞
が
か
ま
び
す
し
く
な
る
に
つ
れ
、
し
だ
い
に
わ
す
れ
き
ら
れ
て
来
た
。
中
国
本
土
に
入
っ
た
鮮
卑
族
を
は
じ
め
と
す
る
北
族
は
そ
の
質
実

な
る
風
俗
を
失
い
、

そ
の
上
層
部
は
全
く
中
国
式
の
貴
族
と
佑
し
、
漢
族
の
名
家
と
の
通
婚
を
も
と
め
、
北
鎮
の
将
は
い
ま
や
い
や
し
む
べ

き
田
舎
者
と
さ
れ
る
。

お
な
じ
一
族
で
あ
っ
て
、

首
都
に
と
ど
ま
る
も
の
は
官
位
が
上
進
す
る
も
、

鎮
に
ゐ
る
も
の
は
仕
官
の
途
も
ふ
さ
が

れ
、
若
い
も
の
は
師
に
つ
く
乙
と
も
で
き
な
い
。
都
が
洛
陽
に
う
つ
さ
れ
て
か
ら
は
、
中
央
か
ら
鎮
将
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
も
の
は
、
財

物
を
と
り
乙
む
こ
と
し
か
知
ら
な
い
。
こ
う
し
た
六
鎮
の
不
満
は
広
陽
王
元
深
の
上
奏
に
も
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
湖
欝
一
八
が
、
そ
の
時
は

階

越

国

公

独

孤

羅

の

墓

誌

銘

の

考

証

四
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こ
の
叛
乱
は
ま
づ
沃
野
鎮
に
は
じ
ま
り
、
武
川
、
憧
期
鎮
な
ど
へ
と
ひ
ろ
が
り
、
北
辺
の
六
鎮
が
叛
乱
に
ま
き
こ
ま
れ
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
東
西
に
火
の
手
は
あ
が
っ
た
。

信
は
騎
射
を
普
く
し
、
賀
抜
度
と
と
も
に
衛
可
孤
を
斬
り
、
北
辺
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
が
、
動
乱
が
お
こ
る
と
、
中
山
に
う
つ
り
、

こ
こ

で
葛
栄
に
と
ら
え
ら
れ
た
。

中
山
に
は
道
武
帝
の
時
に
八
軍
府
が
設
け
ら
れ
、
多
数
の
軍
隊
を
進
駐
し
て
お
り
、
そ
の
後
南
征
の
時
な
ど
に
兵
を
き
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
、

こ
の
地
に
い
た
将
兵
は
次
第
に
定
住
の
度
合
を
ふ
か
め
た
も
の
ら
し
い
。

信
一
家
は
こ
れ
を
頼
っ
て
中
山
に
出
た
も
の
か
も
知
れ

ぬ
。
と
こ
ろ
が
河
北
一
帯
の
地
は
葛
栄
が
土
民
を
ひ
、
き
い
て
蜂
起
し
て
お
り
、
信
は
再
び
そ
の
中
に
ま
き
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
葛
栄
の
軍
中

で
も
頭
角
ぞ
あ
ら
わ
し
、
か
れ
は
独
孤
郎
と
称
せ
ら
れ
た
。
独
孤
信
一
家
だ
け
で
な
く
北
鎮
の
将
兵
は
南
下
し
て
、
衣
食
の
道
を
求
め
た
が
、

軍
人
と
し
て
ほ
か
に
能
力
は
な
く
、
勢
力
あ
る
も
の
に
身
を
托
し
て
は
た
ら
く
外
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

北
現
朝
廷
は
収
拾
を
山
西
に
い
た
鮮
卑
の
豪
族
繭
朱
栄
に
依
頼
し
た
が
、

か
え
っ
て
実
権
を
に
ぎ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
商
朱
栄
が
葛
栄
を
や

ぶ
る
と
、
信
は
爾
朱
栄
の
部
将
と
な
っ
た
。
爾
朱
栄
が
洛
陽
に
誘
殺
さ
れ
た
あ
と
、
懐
朔
鎮
よ
り
出
て
、
栄
の
部
将
と
な
っ
た
高
歓
が
次
第
に

勢
力
を
ま
し
、
河
北
豪
族
の
援
助
を
う
け
て
、
端
、
洛
陽
、
太
原
を
お
さ
め
て
現
の
実
権
を
と
る
に
至
っ
た
。

永
照
三
年
北
説
孝
武
帝
は
高
歓
と
隙
と
生
じ
長
安
に
は
し
り
、
字
文
泰
の
保
護
を
も
と
め
た
。
信
は
乙
れ
を
追
っ
て
洛
陽
の
西
方
で
孝
武
帝

の
一
行
に
お
い
つ
い
た
。
か
れ
は
乙
の
時
父
母
妻
子
を
す
て
て
西
遷
の
道
を
え
ら
ん
だ
の
で
あ
る
。

か
れ
は
字
文
泰
と
同
郷
で
あ
り
、
少
時
よ
り
の
友
で
あ
る
。
ま
た
武
川
鎮
出
身
将
兵
の
多
く
が
関
中
の
方
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
彼
の

行
動
を
決
定
的
に
し
た
と
お
も
わ
れ
る
。

こ
れ
は
は
じ
め
爾
朱
栄
が
一
族
爾
朱
天
光
を
つ
か
わ
し
間
中
を
平
定
し
た
時
、
そ
の
副
将
と
な
っ
た

の
が
武
川
鎮
の
将
賀
抜
岳
で
あ
る
。

天
光
が
東
征
し
て
敗
死
す
る
と
、

岳
は
事
実
上
独
立
の
態
勢
を
と
り
、

高
歓
が
爾
朱
栄
を
た
を
し
た
あ



と
、
岳
を
関
西
大
行
台
と
し
て
み
と
め
た
く
ら
い
で
あ
る
。
岳
は
永
照
三
年
に
侯
莫
陳
悦
の
た
め
に
殺
さ
れ
、
字
文
泰
が
岳
の
あ
と
を
つ
い
で

そ
の
将
士
を
お
さ
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
将
士
の
多
く
が
武
川
鎮
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

永
照
三
年
十
二
月
字
文
泰
は
孝
武
帝
を
棋
し
、
文
帝
を
擁
立
、
翌
大
統
元
年
と
改
元
、
西
説
を
建
国
し
て
、
東
説
と
対
立
す
る
形
勢
と
な
っ

た
。
事
実
上
そ
の
実
権
は
字
文
泰
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
信
は
酉
識
の
第
一
線
の
将
と
し
て
東
魂
と
戦
い
、

こ
の
年
、
高
殻
曹
、
侯
景

等
の
箪
の
た
め
や
ぶ
ら
れ
、
梁
に
の
が
れ
、
三
年
の
後
、
梁
の
武
帝
の
許
し
を
得
て
、
大
統
三
年
の
秋
長
安
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の

倖
虜
の
際
父
の
庫
の
残
し
た
こ
と
を
き
い
た
。

こ
の
年
大
都
督
と
な
り
洛
陽
に
攻
め
入
っ
た
が
、
翌
四
年
侯
景
ら
の
た
め
に
洛
陽
を
奪
還
さ
れ

て
い
る
。
六
年
に
は
髄
右
十
州
大
都
督
秦
州
刺
史
と
な
り
、
字
文
泰
よ
り
信
と
い
う
名
を
賜
っ
た
。
七
年
に
は
眠
州
刺
史
と
な
り
、
赤
水
蕃
王

梁
企
定
の
叛
乱
を
う
ち
、

干
謹
と
と
も
に
こ
れ
を
平
定
し
た
。

十
二
年
に
は
涼
州
刺
史
字
文
仲
和
が
叛
し
、

瓜
州
の
民
張
保
善
が
刺
史
成
慶

を
殺
し
、
仲
和
に
応
じ
た
。
信
っ
か
わ
さ
れ
て
こ
れ
を
討
ち
、
仲
和
を
捕
に
し
、
其
の
民
六
千
余
戸
を
長
安
に
お
く
つ
て
い
る
。
涼
州
は
河
酉

の
一
拠
点
で
あ
り
、
そ
の
民
が
長
安
に
大
量
に
う
つ
さ
れ
た
こ
と
は
そ
の
後
の
長
安
の
性
格
を
考
え
る
上
に
も
重
要
で
あ
り
、
西
域
と
の
貿
易

は
こ
れ
に
よ
っ
て
大
い
に
促
進
さ
れ
た
こ
と
と
お
も
わ
れ
る
。

十
三
年
に
は
柔
然
の
入
窟
し
た
た
め
鎮
を
河
腸
に
移
し
た
。
十
四
年
に
は
柱
国
大
将
軍
を
さ
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
西
灘
の
入
柱

国
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
周
書
巻
十
六
巻
末
に
よ
る
と

当
時
の
栄
盛
、
と
も
に
比
と
す
る
な
し
、
故
に
今
の
円
閥
と
称
す
る
者
、

み
な
八
柱
国
家
を
推
す
。

と
い
っ
て
い
る
。
八
柱
国
は
李
虎
、
元
欣
、
李
弼
、
独
孤
信
、
趨
貴
、
子
謹
、
侯
莫
陳
崇
と
字
文
泰
の
八
名
で
あ
る
。
独
孤
信
、
字
文
泰
、

侯
莫
陳
崇
、
趨
賞
は
い
づ
れ
も
武
川
鎮
出
身
の
北
族
で
あ
り
、
李
弼
は
遼
東
裏
平
の
人
、
い
づ
れ
も
北
魂
末
の
争
乱
に
爾
朱
栄
の
も
と
に
身
を

投
じ
た
人
で
あ
る
。
元
欣
は
王
族
、
子
謹
は
河
南
洛
陽
の
鮮
卑
系
貴
族
、
李
虎
は
陣
西
独
道
の
人
。
こ
れ
は
の
ち
に
六
柱
国
と
な
り
、
大
将
軍

二
人
を
ひ
き
い
る
。
お
な
じ
く
西
説
十
二
将
軍
と
よ
ば
れ
る
も
の
に
元
賞
、
元
育
、

元
廓
、

字
文
導
、
侯
莫
陳
順
、

達
実
武
、
李
遠
、
豆
慮

惰
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

四
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回

寧
、
字
文
貴
、
賀
蘭
祥
、
楊
忠
、
王
雄
の
十
二
人
が
あ
っ
た
。
こ
の
大
将
軍
は
開
府
二
人
を
ひ
き
い
、
二
十
四
人
の
開
府
が
ニ
十
四
の
軍
を
ひ

き
い
る
。

こ
れ
が
府
兵
で
あ
る
。
こ
の
十
二
将
軍
も
北
族
出
身
が
少
く
な
く
、
賀
蘭
祥
、
侯
莫
陳
順
は
武
川
鎮
の
出
、
達
実
武
は
研
城
鎮
の
出
で

あ
る
。
楊
忠
は
も
と
弘
農
華
陰
の
漢
人
と
い
っ
て
い
る
。
楊
忠
の
曽
祖
元
寿
が
北
識
の
は
じ
め
武
川
鎮
の
司
馬
と
な
り
、
ハ
久
の
守
禎
は
北
現
末

の
喪
乱
に
あ
た
っ
て
中
山
に
地
を
さ
け
戦
陣
の
聞
に
朴
れ
た
。

忠
は
、

独
孤
信
と
行
動
を
と
も
に
し
、

孝
武
帝
の
長
安
西
遷
に
し
た
が
っ
た

が
、
東
灘
と
の
戦
い
に
梁
に
と
ら
え
ら
れ
、
大
統
三
年
独
孤
信
と
と
も
に
長
安
に
か
え
っ
て
い
る
。
楊
忠
の
子
は
楊
堅
で
、
独
孤
信
の
女
を
妻

と
し
た
。
後
の
隔
の
文
帝
お
よ
び
文
献
（
独
孤
）
皇
后
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
西
貌
の
主
導
力
を
も
っ
た
も
の
は
北
現
政
局
の
北
鎮
こ
と
に
武
川
鎮
出
身
の
北
族
で
あ
る
。
字
文
泰
が
も
っ
と
も
実
力
者

で
あ
っ
た
が
、
勢
力
の
項
点
に
た
つ
と
決
し
て
同
じ
出
身
の
氏
族
に
安
ら
か
で
な
く
な
る
。
十
四
年
信
な
ら
び
に
信
一
族
の
恩
賞
に
あ
う
や
、

独
孤
信
は
階
右
に
あ
る
こ
と
歳
久
し
い
た
め
、
朝
に
還
る
を
も
と
め
た
け
れ
ど
も
、
許
き
れ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
ら
う
。
し
か
し
同
年
東
説
に
あ
る
信
の
母
が
死
ん
だ
と
い
う
し
ら
せ
が
あ
っ
た
時
、
西
魂
の
皇
太
子
と
宇
文
泰
は
北
辺
の
鎮
成
河
陽
に
あ

る
信
を
お
と
づ
れ
こ
れ
を
弔
問
し
て
い
る
。
信
は
哀
苦
を
陳
ね
、
礼
制
を
終
え
ん
こ
と
を
請
う
た
が
、
ま
た
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
信
の
父

の
庫
を
司
空
公
、
母
の
費
連
民
に
は
常
山
郡
君
の
位
が
お
く
ら
れ
た
。
十
六
年
に
は
尚
書
令
に
う
つ
り
、
大
司
馬
を
拝
し
た
。
十
七
年
十
月
宇

文
泰
が
回
以
し
そ
の
子
宇
文
覚
自
ら
周
公
と
な
っ
た
。
翌
年
字
文
覚
、
西
親
の
恭
帝
を
廃
し
北
周
を
建
て
た
。
こ
れ
閲
帝
で
あ
る
。
閲
帝
の
践
昨

に
あ
た
り
、
独
孤
信
は
太
保
、
大
宗
伯
と
な
り
、
衛
国
公
邑
万
戸
を
封
ぜ
ら
れ
た
。
北
鎮
以
来
、
苦
労
を
と
も
に
し
た
人
々
に
対
し
字
文
氏
は

高
位
高
官
を
与
え
、
そ
の
歓
心
を
得
よ
う
と
は
し
た
が
、
決
し
て
警
戒
の
眼
を
ゆ
る
め
な
か
っ
た
。
閲
帝
の
摂
政
晋
公
字
文
護
は
こ
う
し
た
動

静
を
み
て
と
っ
て
越
貴
に
は
元
勲
佐
命
を
も
っ
て
し
た
が
貴
は
快
々
と
し
て
た
の
し
ま
ず
、
独
孤
信
と
は
か
つ
て
字
文
護
を
殺
そ
う
と
し
た
。

期
に
及
ん
で
信
に
と
め
ら
れ
、
お
も
い
と
ど
ま
っ
た
が
、
字
文
盛
の
た
め
に
告
発
さ
れ
、
諒
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
や
が
て
災
は
独
孤
信
に
も

及
ん
で
く
る
。

し
か
し
字
文
護
も
名
望
の
あ
る
信
を
な
か
な
か
殺
せ
な
い
。

令
し
て
彼
を
家
に
自
尽
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

時
年
に
五
十
五



識
。
墓
誌
銘
に
い
う
「
周
之
元
季
三
月
」
と
い
う
の
は

北
周
関
帝
元
年
三
月
己
酉

と
周
書
閲
帝
紀
に
も
み
え
る
彼
の
閉
店
し
た
年
時
を
し
る
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

八
独
孤
信
の
一
門
〉
独
国
信
は
北
説
孝
武
帝
に
従
っ
て
長
安
に
入
る
前
に
長
子
羅
を
生
ん
だ
。

長
安
に
う
つ
っ
て
郭
民
と
の
聞
に
二
子

善
、
三
子
穆
、
四
子
蔵
、
五
子
順
、
六
子
施
、
七
子
整
を
生
ん
だ
。
ま
た
長
女
は
北
周
明
帝
（
字
文
銃
）
の
妃
と
な
っ
た
。
四
女
は
入
住
国
の

一
人
李
虎
の
子
李
明
に
嫁
し
、
十
字
淵
（
の
ち
に
唐
の
高
祖
）
の
母
と
な
り
、
唐
の
元
貞
皇
后
と
追
贈
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
信
と
雀
民
の
間

に
生
れ
た
七
女
は
楊
忠
の
子
楊
堅
に
嫁
し
た
。
場
堅
は
後
の
惰
の
文
帝
で
あ
り
、
担
は
隔
文
献
皇
后
で
あ
る
。
彼
女
は
ま
れ
に
み
る
猛
婦
で
あ

り
、
女
傑
で
あ
っ
て
、
な
か
な
か
に
気
が
つ
よ
く
、
文
帝
に
他
の
女
性
と
交
る
を
許
さ
な
か
っ
た
と
っ
た
え
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
聞
に
麗
華

と
い
う
一
女
（
の
ち
に
北
周
宣
帝
の
担
、
情
に
な
っ
て
楽
平
公
主
）
と
燭
帝
が
生
れ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
独
孤
信
は
字
文
民
、
李
民
、
楊
民

な
ど
八
柱
園
、
十
二
将
軍
と
通
婚
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
北
朝
、
惰
唐
に
か
け
て
こ
の
婚
姻
集
団
の
中
で
政
権
の
授
受
が
く
り
か
え
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
中
で
独
孤
信
と
楊
忠
の
両
者
の
関
係
は
前
述
の
如
く
、
き
は
め
て
密
接
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
周

書
独
孤
信
の
伝
に

周
陪
及
皇
家
（
唐
）
三
代
皆
鵠
外
戚
。
自
古
以
来
未
之
有
也

と
い
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
一
つ
の
結
果
で
あ
っ
て
、
独
調
民
は
北
周
よ
り
惰
唐
に
い
た
る
政
権
の
い
は
ば
車
軸
の
役
割
を
果
し
た
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

註

ー
、
内
田
吟
風
「
五
胡
乱
お
よ
び
北
貌
時
代
の
何
奴
」
、
「
北
朝
政
局
に
於
け
る
鮮
卑
、
伺
奴
等
諸
北
族
系
貴
族
」
（
「
伺
奴
史
研
究
」
所
収
）

の
論
文
な
ら
び
に
浜
口
霊
園
「
西
灘
に
お
け
る
勝
姓
再
行
の
事
情
」
（
『
東
洋
学
報
』
二
五
｜
一
ニ
）
な
ど
に
お
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

2
、
桃
被
一
元
『
北
朝
胡
挑
考
L

三
八
頁

3
、
文
物
参
考
資
料
一
九
五
四
l
一
O
前
掲
論
文

本
章
で
は
こ

晴
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

四
五



階
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

四
ノ、

4
、
険
西
省
夕
、
物
管
理
委
員
会
一
西
安
南
郊
草
廠
坂
北
朝
基
的
発
姻
」
（
考
古
」
一
九
五
九
｜
六
）

5
、
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
欝
間
以
彩
色
阿
像
墓
」
図
六
、
一
九
五
八
年

6
、
柳
謝
「
北
朝
的
鎧
馬
断
偶
」
（
「
考
古
」
一
九
五
九
｜
一
一
）
こ
れ
に
北
朝
お
よ
び
高
句
麗
の
鎧
馬
の
例
を
よ
く
あ
つ
め
て
い
る
。

7
、
敦
怪
文
物
研
究
所
「
敦
担
英
高
窟
」
一
九
五
七
年

8
、
府
開
、
馬
鎧
の
例
は
わ
が
国
で
も
和
歌
山
市
大
谷
古
墳
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

樋
口
隆
康
、
西
谷
真
治
、
小
野
山
節
「
大
谷
古
墳
」
一
九
五
九
年

9
、
谷
川
道
雄
「
北
韓
末
の
内
乱
と
城
民
」
（
上
）
（
「
史
林
」
四
一
｜
一
二
）
に
こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

日、

ζ

れ
ら
の
河
北
豪
族
の
う
ち
、
溺
海
修
回
同
の
高
氏
、
封
氏
は
有
名
で
あ
る
。
封
氏
一
族
の
墓
は
一
九
四
九
年
河
北
省
景
県
十
八
乱
塚
で
発
掘
さ
れ
て
お

り
、
高
氏
一
族
の
も
の
も
、
墓
誌
銘
の
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

張
季
「
河
北
省
景
県
封
氏
墓
群
制
査
記
」
（
考
古
通
説
」
一
九
五
七
l
一
二
）
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
「
漢
競
六
朝
墓
誌
銘
集
釈
」
第
四
冊
二
九
五
三
年

四
、
独
孤
緩
の
生
涯
と
そ
の
子
間
違

八
独
孤
羅
の
生
涯
〉
独
孤
羅
に
つ
い
て
は
情
書
の
伝
と
墓
誌
銘
の
二
つ
が
幸
い
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
両
者
を
比
較
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
誌
に
よ
る
と
「
雲
内
盛
楽
の
人
、
後
に
河
南
の
洛
陽
県
に
お
る
」
と
あ
る
が
、
ハ
久
の
信
は
雲
一
中
よ
り
出
で
、
武
川
に
鎮
し

た
人
で
あ
り
、
か
れ
も
洛
陽
に
い
た
形
跡
は
な
い
。
北
朝
貴
族
は
河
南
洛
陽
人
と
か
く
の
が
一
つ
の
形
式
で
あ
り
、
そ
の
体
を
と
っ
た
も
の
と

お
も
わ
れ
る
。

か
れ
の
生
授
の
年
時
は
情
書
の
伝
に
は
、

っ
た
わ
っ
て
い
な
い
。
墓
誌
銘
で
は
開
皇
十
九
年
（
五
九
九
年
）
二
月
六
日
、
六
十
六
才
で
亮
じ

た
と
あ
る
か
ら
、
北
貌
孝
武
帝
の
永
照
三
年
（
五
三
四
年
）
に
生
れ
た
こ
と
に
な
る
。
前
章
に
の
べ
た
や
う
に
、

こ
の
年
に
、
父
の
信
は
孝
武

帝
に
し
た
が
っ
て
洛
陽
か
ら
長
安
に
う
つ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
か
れ
は
生
れ
て
間
も
な
く
父
と
生
別
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
祖
父
の
庫
お



よ
び
祖
母
費
連
民
、
お
よ
び
母
は
お
そ
ら
く
中
山
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
。
信
が
西
説
に
あ
っ
て
東
説
討
伐
の
将
と
な
り
、
ま
た
次

第
に
童
、
き
を
な
す
に
し
た
が
っ
て
羅
は
高
氏
（
高
歓
）
の
た
め
に
と
ら
え
ら
れ
た
。

一
種
の
人
質
で
あ
る
。
こ
の
間
祖
父
母
を
失
っ
て
い
る
。

信
が
字
文
護
に
殺
さ
れ
る
や
、
は
じ
め
て
ゆ
る
さ
れ
、
中
山
に
寓
居
し
た
。
孤
貧
に
し
て
自
ら
給
す
る
こ
と
の
な
い
生
活
が
つ
づ
い
た
が
、
斉

将
独
孤
永
業
は
そ
の
宗
族
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
あ
わ
れ
ん
で
田
宅
を
買
い
資
畜
を
お
く
つ
た
。
独
孤
永
業
は
北
斉
番
地
問
の
伝
に
よ
る
と

つ
い
に
そ
の
姓
に
従
っ
た
と
い
う
が
、
も

本
姓
劉
民
で
、
中
山
の
人
、
幼
時
母
は
改
め
て
独
孤
民
に
嫁
し
、
永
業
は
独
孤
家
で
養
育
せ
ら
れ
、

と
も
と
劉
庫
仁
の
子
万
齢
の
子
孫
と
っ
た
え
、
中
山
に
駐
屯
し
た
こ
と
か
ら
そ
こ
に
す
み
つ
い
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

一
方
北
周
で
さ
し
も
の
勢
力
を
ふ
る
っ
た
字
文
護
も
天
和
七
年
三
月
、
誌
せ
ら
れ
、
天
下
に
大
赦
の
詔
令
が
発
せ
ら
れ
、
年
号
も
建
徳
と
改

め
ら
れ
た
。

独
孤
民
の
一
族
に
も
再
び
春
が
お
と
づ
れ
た
。

信
の
次
子
善
が
家
を
つ
い
で
い
た
が
、

楊
堅
や
李
淵
も
い
ま
や
そ
の
一
族
で
あ

る
。
北
周
が
北
斉
を
滅
し
、
楊
堅
が
定
州
総
管
と
な
っ
た
時
、
妻
独
孤
氏
は
人
を
つ
か
わ
し
羅
ぞ
き
が
し
も
と
め
、

つ
い
に
こ
れ
を
得
、
相
見

て
悲
み
自
ら
勝
え
ず
、
侍
御
す
る
者
皆
泣
く
と
っ
た
え
て
い
る
。
こ
こ
で
、
周
の
武
帝
は
羅
を
楚
安
郡
太
守
と
し
た
が
、
疾
を
も
っ
て
官
を
去

り
京
師
に
か
え
っ
た
。
墓
誌
に
は
楚
安
郡
守
に
除
せ
ら
れ
た
年
を
大
象
元
年
（
五
七
九
年
）
と
し
て
い
る
。
は
じ
め
弟
た
ち
は
羅
が
貧
賎
の
な

か
に
長
じ
た
こ
と
を
も
っ
て
か
る
く
侮
り
、
兄
事
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
長
者
の
風
あ
り
、
弟
と
あ
ら
そ
わ
ず
、
し
だ
い
に
霊
ん
ぜ
ら

れ
る
に
至
っ
た
。
弟
の
中
に
は
羅
の
母
が
北
斉
で
死
に
夫
人
の
号
も
な
く
、
家
を
つ
ぐ
べ
か
ら
ず
と
し
た
が
、
す
で
に
帝
位
に
あ
っ
た
惰
文
帝

（
楊
堅
）
が
妃
に
乙
れ
を
た
ず
ね
る
と
「
羅
は
誠
に
嫡
長
、
謹
う
‘
べ
か
ら
ず
」
と
答
へ
、

こ
れ
が
鶴
の
一
声
と
な
っ
た
。
長
安
に
う
つ
り
、
陪

開
皇
代
に
入
っ
て
か
ら
の
羅
の
生
控
は
墓
誌
に
よ
っ
て
み
る
と
官
位
の
贈
進
に
よ
っ
て
う
ず
め
ら
れ
て
い
る
。

北
周
静
帝
大
象
元
年
（
五
七
九
年
）
楚
安
郡
守
に
除
せ
ら
る
。

（誌）

，， 

二
年
（
五
人
O
年
）
儀
同
大
将
軍
に
除
せ
ら
る
。

（
詰
師
）

南
関
皇
元
年
（
五
八
一
年
）
一
二
月

使
持
節
上
開
府
儀
同
大
勝
草
、

つ
い
で
領
左
右
大
持
軍
に
除
せ
ら
る
。

（誌）

階
越
国
公
独
孤
懸
の
議
誌
銘
の
考
証

四
七



隔
週
国
公
独
狐
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

四
i¥ 

高
祖
丞
相
と
な
し
、
儀
聞
を
拝
し
常
に
左
右
に
置
く
（
偉
）

H

周
年
八
月
右
武
衛
大
将
軍
に
韓
ず
。
（
誌
）

羅
を
拝
し
て
左
領
左
右
将
軍
、
つ
い
で
左
衛
将
軍
に
う
つ
る
。

（停）

F

二
年
（
五
八
二
年
）
越
国
公
邑
一
万
戸
を
襲
爵
す
。

太
帥
上
柱
園
巽
定
等
十
州
刺
史
越
園
公
邑
万
一
戸
を
贈
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
年
に

（誌）
（停）

弟
善
を
河
内
郡
公
に
、
穆
を
金
泉
県
公
に
、
蔵
を
武
平
県
公
に
、
胞
を
武
喜
県
公
に
、
整
を
千
牛
備
身
と
す
。

（停）

H

向
上
三
年
（
五
八
三
年
）

独
孤
皇
后
が
父
越
景
武
公
独
孤
信
の
た
め
に
畏
安
皇
域
の
東
、
常
楽
坊
に
宏
善
寺
を
建
て
た
。
（
鳩
安
志
）
宏
善
寺
は
開
皇
十
八
年
に
趨
景

会
守
と
名
を
改
め
ら
れ
た
。
へ
酷
…
綜
一
肌
収
）

H

向
上
十
二
年
（
五
九
二
年
）

大
将
軍
太
子
右
衛
率
を
拝
し
た
。

誌

H

同
上
十
三
年
（
五
九
三
年
）

著書
（節
文総
帝管
て涼

甘
涼 m

州さ
盤州
墨蓄
孤平

事羅

原涼
州製刺

密史
三 i乙
諸除
宍せ

ら
れ

fヘ
誌、＿，

霊
州
総
管
賀
若
誼
ら
を
や
り
卒
を
発
し
胡
に
備
う
。
皆
（
蘭
州
総
管
）
達
察
長

儒
の
節
度
を
う
く
。
長
儒
衆
を
ひ
・
さ
い
師
連
山
に
出
で
、
北
西
蒲
類
海
に
至
り
、
虜
な
く
し
て
帰
る
。
（
鋪
均
一
…
信
一
昨
一
一
一
）

羅
が
涼
州
刺
史
に
あ
っ
た
こ
と
は
父
信
が
涼
州
を
う
ら
そ
の
民
六
千
余
戸
を
長
安
に
う
つ
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
す
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
。
北
朝
、
陪
代
の
涼
州
の
も
つ
意
義
は
の
ち
に
の
べ
る
。
陪
書
羅
の
伝
に
「
梁
州
総
管
」
と
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
涼
州
総
管
」



と
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

P

同
上
十
八
年
（
五
九
八
年
）

益
州
陽
安
県
を
食
み
、

一
千
戸
を
封
ぜ
ら
る
。
（
誌
）

羅
は
趨
園
公
と
し
て
の
一
万
戸
の
封
邑
の
外
に
一
千
戸
の
封
邑
が
あ
た
え
ら
れ
た
。
陽
安
県
は
い
ま
の
四
川
省
簡
陽
県
に
あ
た
る
。

F

同
上
十
九
年
（
五
九
九
年
）
二
月

亮
ず
（
誌
）

羅
の
残
年
に
つ
い
て
は
情
書
の
停
に
よ
る
と

場
帝
位
を
嗣
ぎ
、
改
め
て
萄
園
公
に
封
じ
未
だ
い
く
ば
く
も
な
く
し
て
官
に
卒
す

と
あ
る
が
、
墓
誌
に
は

春
秋
六
十
有
六
、
以
（
開
皇
）
十
八
年
二
月
寝
疾
、
亮
於
位
。

と
み
え
る
。
任
地
で
残
し
、
帰
罪
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

（
開
皇
）
廿
季
歳
次
庚
申
二
月
庚
申
朔
十
四
日
発
酉
。
唐
於
薙
州
浬
腸
牒
洪
演
原
奉
賢
郷
静
民
里

と
あ
り
、
開
皇
十
九
年
（
五
九
九
年
）
思
し
、
翌
二
十
年
（
六
O
O
年
）
葬
ら
れ
た
と
す
る
墓
誌
に
従
う
外
は
な
い
。

〈
独
孤
開
遠
と
そ
の
墓
〉

る
。
臨
書
独
孤
羅
南
末
、
武
都
は
王
位
充
の
た
め
に
こ
ろ
さ
れ
、
か
れ
の
妻
王
蘭
英
は
三
才
に
な
る
そ
の
子
師
仁
を
つ
れ
て
長
安
に
た
ど
り
つ

唐
書
巻
二
百
五

い
た
。
李
淵
（
唐
高
祖
）
は
そ
の
義
を
嘉
し
、
蘭
英
を
永
寿
郷
君
に
し
た
。
列
女
伝

庶
長
子
開
遠
は
情
義
寧
二
年
（
六
一
八
年
）
字
文
化
及
の
拭
逆
に
あ
た
り
、
袈
度
通
が
賊
を
ひ
き
い
成
象
殿
に
入
っ
た
と
こ
ろ
宿
衛
の
兵
士

独
孤
羅
に
は
纂
、
武
都
お
よ
び
庶
長
子
関
連
ら
の
子
供
が
あ
っ
た
。
纂
が
家
を
嗣
ぎ
仕
え
て
河
陽
郡
尉
と
な
っ
て
い

が
み
な
こ
れ
に
し
た
が
っ
た
。
関
連
は
時
に
千
牛
備
身
（
侍
従
）
で
あ
っ
た
が
、
独
孤
盛
と
と
も
に
奮
戦
し
、

つ
い
に
賊
に
と
ら
え
ら
れ
た
。

し
か
し
賊
は
こ
れ
を
義
と
し
て
放
た
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。

惰
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

11!! 
ブも



階
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

五
0 

一
九
五
三
年
戚
陽
底
張
湾
で
発
見
さ
れ
た
唐
員
観
十
六
年
独
孤
開
遠
墓
と
い
う
の
は
か
れ
の
基
と
す
る
ほ
か
は
な
い
。
こ
の
墓
や
墓
誌
に
つ

い
て
は
い
ま
だ
く
わ
し
い
報
告
が
な
い
が
、
出
土
の
明
器
泥
象
の
類
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

出
土
の
陶
備
は
楯
を
も
っ
有
震
の
武
人
像
、
婦
人
立
像
、
男
子
立
像
、
騎
馬
婦
人
像
（
第
3
図
3

・4
・5
）
な
ど
で
、
い
づ
れ
型
ど
り
で

Q
リ1 

第3図成陽底張湾出土の人馬陶｛商

(1.2陪墓 3.4.5唐貞観18年狼孤関遠墓）



あ
る
ο

『
唐
桶
選
集
』

に
は
婦
人
立
像
を
文
史
伺
と
し
て
い
る
が
、
陪
基
に
も
み
た
紗
帽
を
い
た
だ
く
婦
人
で
あ
ろ
う
ご
い
づ
れ
も
身
体
の
う

と
き
に
乏
し
く
階
の
生
脱
さ
を
い
ま
だ
に
と
ど
め
て
い
る
。
惰
と
麿
と
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
亘
裂
な
資
料
で
あ
る
。

註

l
、
「
漢
貌
樹
北
朝
墓
誌
銘
集
釈
」
巻
二
・
三
－
四
を
み
よ
。

玉

、

李

静

訓

と

独

孤

思

敬

の

墳

墓

以
上
の
、
へ
た
や
う
に
独
孤
信
、
羅
、
開
遠
の
墓
が
底
張
湾
に
見
出
さ
れ
た
が
、
羅
の
弟
ら
の
墓
は
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
。
、
旧
唐
書
、
新

唐
書
な
ど
で
は
、
そ
の
後
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
あ
ら
わ
れ
な
い
。
七
子
整
の
子
懐
恩
は
唐
の
高
宗
の
時
、
長
安
令
、
工
部
尚
警
な

ど
を
歴
任
し
て
い
る
が
、
の
ち
異
計
を
は
か
つ
て
諒
さ
れ
、
其
の
家
を
没
さ
れ
て
い
る
。
細
韓
関
尚
一
一
一
臥
一
一
、

北
斉
よ
り
北
周
に
う
つ
っ
た
独
孤
永
業
は
大
象
二
年
（
五
人
O
年
）
、
昼
彦
珍
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
一
門
は
そ
の
後
も
つ
づ

き
、
唐
代
に
独
孤
及
や
宰
相
独
孤
損
を
出
し
た
。
一
九
王
六
年
西
安
東
郊
に
そ
の
墓
の
発
見
さ
れ
た
独
孤
思
敵
は
そ
の
系
統
で
あ
る
。

文
帝
（
楊
堅
）
と
独
孤
皇
后
の
聞
の
一
女
が
北
周
宣
帝
に
嫁
し
、
そ
の
聞
に
生
れ
た
一
女
は
陪
に
な
っ
て
李
崇
の
子
李
敏
に
嫁
し
た
。
さ
ら

に
そ
の
聞
に
生
れ
た
李
静
訓
と
い
う
少
女
の
墓
が
は
か
ら
ず
も
一
九
五
七
年
西
安
の
西
郊
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
独
孤
氏
の
系
類
に
つ
な

が
る
も
の
と
し
て
李
静
訓
と
独
孤
思
敬
の
墓
の
調
査
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

〈
陪
李
静
訓
m
第
一
〉
西
安
市
の
西
郊
玉
祥
門
炉
｝
に
発
見
さ
れ
た
。
竪
穴
土
坑
中
に
石
街
、
石
棺
を
お
き
、
締
の
南
側
に
墓
誌
が
お
か
れ
て
い

た
。
石
棺
に
は
背
龍
、
朱
雀
の
図
が
あ
り
、
内
側
の
四
壁
一
に
壁
画
が
あ
っ
た
。
棺
蓋
に
は
山
形
の
屋
根
が
あ
り
、
そ
の
両
端
に
は
鴎
尾
、
そ
の

中
に
宝
瓶
、
ま
わ
り
に
筒
瓦
と
蓮
華
文
の
瓦
を
の
せ
た
様
を
ャ
つ
つ
し
て
い
た
。
そ
の
筒
瓦
に
は
「
開
者
即
死
」
と
い
う
字
が
よ
ま
れ
た
。
人
骨

は
仰
身
、
伸
展
葬
、
両
手
を
胸
前
に
い
だ
き
、
頭
頂
に
玉
鋭
、
木
統
が
あ
っ
た
。
墓
誌
銘
に
よ
る
と
李
静
訓
、
字
は
小
該
、
臨
西
成
紀
の
人
》

階
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

五



陪
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

五

そ
の
祖
父
は
李
崇
、
父
は
李
敏
、
幼
に
し
て
外
祖
母
周
皇
太
后
に
ゃ
し
な
わ
れ
、
大
業
四
年
（
六
O
八
年
）
六
月
一
日
扮
源
之
宮
で
死
ん
だ
。

年
僅
か
に
九
歳
、
周
年
十
二
月
長
安
県
休
祥
里
万
善
道
場
内
に
葬
っ
た
と
あ
る
。
棺
内
の
は
ま
さ
し
く
こ
の
少
女
に
外
な
ら
な
い
。

と
は
情
書
巻
三
十
七
に
み
え
る
。

李
静
訓
の
名
は
史
伝
に
み
え
な
い
が
、
北
周
、
陪
の
功
臣
、
李
穆
、
祖
父
の
李
崇
、
父
李
敏
の
（
李
崇
は
李
種
の
兄
の
孫
に
あ
た
る
）
の
こ

北
周
以
来
の
功
臣
で
惰
開
皇
六
年
（
五
八
六
年
）
蔑
す
る
と
「
石
櫛
を
賜
い
、
前
後
部
羽

李
種
は
西
灘
、

謀
、
鼓
吹
、
韓
椋
車
、
百
寮
で
こ
れ
を
郭
外
に
お
く
つ
た
」
こ
と
が
み
え
る
。
李
敏
は
楽
平
公
主
（
北
周
の
宣
帝
妃
）
の
女
、
蛾
嫉
を
め
と
つ

た
の
で
あ
る
が
、
周
太
后
は
そ
の
莞
ず
る
時
そ
の
弟
燭
帝
に
「
妾
に
は
子
息
な
く
、
階
一
女
あ
る
の
み
。
自
ら
憂
へ
て
死
す
る
あ
た
わ
ず
。
た

だ
深
く
こ
れ
を
あ
わ
れ
め
」
と
い
っ
て
い
る
。
李
静
訓
は
さ
ら
に
そ
の
一
女
で
あ
り
、
周
太
后
に
養
わ
れ
、
周
太
后
よ
り
先
に
死
ん
だ
が
、
そ

の
副
葬
品
が
九
歳
の
少
女
と
お
も
わ
れ
ぬ
豪
華
に
し
て
豊
富
な
も
の
で
あ
る
の
は
、
惰
の
王
室
の
特
別
な
は
か
ら
い
が
あ
っ
た
も
の
と
み
て
差

支
え
あ
る
ま
い
。

副
葬
品
は
棺
櫛
の
内
外
、
棺
蓋
の
上
な
ど
に
お
か
れ
た
。
そ
の
種
類
に
左
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

陶
｛国

鎮
基
獣
二
、
眉
を
も
っ
武
士
像
二
、
儀
位
伺
一
組
、
女
伺
ニ
組
十
八
、
挟
手
女
個
入
、

小
冠
扶
手
男
伺
三
組
十
八
、
龍
冠
扶
手
男
伺
六
、
風
帽
套
衣
偏
六
、
胡
服
伺
六
、
執
箕
小
女
間
二
、
動
物
備
（
馬
、
牛
、
羊
、
鶏
、
犬
、

鵡
な
ど
、
外
に
子
を
も
っ
猪
、
荷
を
負
う
馬
）

模
型
（
磨
、
位
、
房
、
碓
、
井
欄
）

2
、
資
器

青
色
お
よ
び
白
色
の
両
極
の
粕
あ
り
。

3
、
波
璃
器

平
底
瓶

一、

瓶

一、

卵
形
器

一一、

杯

な
ど
。

4
、

金

器

金

腕

輪

二、

指
輪

一、

金
杯

ラ
、
銀
器

高
足
銀
杯

一、

小
碗
、
企
、
小
杯
、
小
斧
各

一、

銀
筏
（
は
し
）
各

一、

指
甲
姿
一

O
な
ど
。



6
、

銅

器

銅

盆

一、

鉢

一、

銭
壷

一、

捕
時
一
金
小
銅
鈴

ー一、

万

7
、
銅
鏡

十
二
生
肖
銅
鏡

応
ヤ
ヘ
円
台

8

釦
君

八
字
形
鉄
麗
（
は
さ
み
）

一
な
ど

9
、

貨

幣

陪

五

録

玉

、

サ
サ
ン
朝
銀
貨
（
E
E回
合
吋

l
お
と

山
、
織
物

織
成
団
花
の
糸
帯
、
麻
布
な
ど

日
、
装
飾
品

玉
戒
指
、
玉
如
、
玉
刀
、
水
晶
ま
た
は
玉
銃
、
玉
彫
小
獣
、

め
の
う
の
珠
、
骨
統
、
玉
翠
な
ど
。

こ
れ
ら
の
遺
品
は
陪
大
業
初
年
の
副
罪
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
う
る
重
要
な
一
括
遺
物
で
あ
る
。
明
器
泥
象
の
み
な
ら
ず
豊
富
な
金
、
銀
、

政
p

閣
総
な
ど
さ
ら
に
一
枚
の
サ
サ
ン
銀
貨
の
あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
九
五
六
年
の
暮
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
、
西
安
城
東
三
十
（
中
国
）
里
、
調
橋
区
洪
鹿
村
で
二
個
の
唐
基
が
調
査

さ
れ
た
。
そ
の
造
物
は
西
安
の
考
古
研
究
室
で
整
理
さ
れ
、
馬
得
志
、
張
正
齢
民
ら
に
よ
っ
て
報
街
γ
れ
て
い
る
。
そ
の
西
に
あ
る
一
号
墓
は

八
独
孤
思
敬
の
墓
〉

唐
朝
散
大
夫
行
定
王
府
援
独
孤
思
敬
お
よ
び
夫
人
元
氏
の
墓
で
あ
り
、
東
に
あ
っ
た
二
号
墓
は
思
敬
の
継
室
で
あ
っ
た
楊
氏
の
墓
で
あ
る
。
後

者
は
大
部
分
破
壊
さ
れ
て
出
土
品
も
ま
た
少
か
っ
た
が
、
前
者
か
ら
は
多
く
の
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
た
c

地
下
に
ほ
り
こ
ま
れ
た
土
洞
墓
で
斜
に
お
り
る
長
い
墓
道
で
墓
室
よ
り
な
る
。
出
土
の
器
物
は
明
器
泥
象
の
類
が
多
く
、
文
官
筒
、
武
士
伺

そ
の
他
男
女
の
人
物
像
、
ら
く
だ
ま
た
は
宮
崎
を
ひ
く
人
物
像
、
馬
四
、
ら
く
だ
四
、
鎮
墓
獣
二
の
外
、
開
元
通
宝
な
ど
を
と
も
な
っ
て
い
る
。

独
孤
思
敬
の
墓
誌
は
万
六
七
、
五
セ
ン
チ
、
誌
蓋
の
四
辺
に
花
文
を
ほ
ど
こ
し
、
上
に
「
大
唐
独
孤
府
君
墓
誌
銘
」

（
象
書
）
の
九
字
が
あ

っ
た
。
墓
誌
銘
は
縫
書
で
三
十
一
行
、
毎
行
三
十
二
字
に
お
さ
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と

「
唐
朝
散
大
夫
、
行
定
王
府
接
」

階
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

主



階
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

一
｜
思
敬
｜
一
｜
短

独
孤
永
業
l
子
佳
l
義
順
一

l
元
憧
l
T思
荘
「
爆

一

－
l
思
行

「
元
慶
l
l
思
疎
l
l
一l
通
理
｜
及
｜
門
郁
｜
岸

一
｜
道
済
1
姻
｜
密
｜
雲
i
損

五
回

独孤永業とそ

の一族の系諮

表IV

「
於
膚
景
龍
三
年
八
月
十
五
日
、
経
於
京
帥
之
瞳
泉
里
第
」

「
千
同
年
十
月
二
十
六
日
、
合
葬
於
落
州
万
年
県
、
銅
仁
郷
之
旧
筆
」

と
あ
る
。
思
敬
の
名
は
史
伝
の
中
に
は
み
え
な
い
が
新
唐
書
巻
七
十
五
下
、
宰
相
世
系
表
の
独
孤
民
の
世
系
に
独
孤
永
業
の
孫
元
憧
の
子
に
思

荘
、
思
行
の
名
が
あ
り
、
そ
の
兄
弟
と
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
報
告
者
は
思
敬
が
定
王
武
位
殴
の
間
に
あ
っ
た
人
で
あ
り
、
定
王
は
太
平
公
主

の
禍
に
坐
し
て
そ
の
基
が
夷
平
せ
ら
れ
た
の
で
、
後
人
が
世
系
表
に
の
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

註

ー
、
府
金
裕
「
商
安
西
郊
階
李
静
訓
墓
発
掘
簡
報
」
（
「
考
古
」
一
九
玄
九
｜
九
）

2
、
馬
得
志
、
張
正
齢
「
西
安
郊
区
三
個
唐
墓
的
発
掘
筒
報
」
（
考
古
通
訪
一
九
五
八
｜
一
）

．』－
J、
陪
唐
墓
に
お
け
る
西
域
金
銀
貨
の
発
見

独
孤
羅
基
で
は
東
ロ

l
マ
の
金
貨
を
、
ポ
ナ
静
訓
墓
で
は
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ヤ
の
銀
貨
を
出
し
た
こ
と
は
先
に
の
べ
た
と
を
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
西
域
貨
幣
の
出
土
は
西
安
の
近
郊
で
は
す
で
に
、
数
ケ
所
に
達
し
て
い
る
。
山
西
省
太
原
の
唐
乳
叫
は
サ
サ
ン
・
ホ
ス
ロ

l
二
世
の
銀

貨
が
出
た
。
河
南
省
で
は
三
門
峡
の
調
査
に
と
も
な
い
、
険
県
の
惰
基
で
、
ホ
ス
ロ

l
一
世
の
銀
貨
が
、
惰
五
妹
三
十
一
枚
と
と
も
に
出
土
し

た
。
こ
れ
は
北
周
保
定
四
年
（
五
六
四
年
年
）
死
ん
だ
劉
偉
と
、
開
皇
三
年
（
五
人
三
年
）
死
ん
だ
夫
人
隅
西
李
民
を
同
年
に
合
葬
し
た
ら
の
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表V

奪「 備

侠西省

1 西安市西郊玉祥門外 （惰側大毒業嗣4年ii S Peroz銀貨 1 考古田－9 1957 
隔五銑5

2 グ西郊土門村 ：••忠白東o！ロ田t告ーT銅閣マ掴g金ゐ][n貸銀銀貨貸11 

学報59-3

3 グ近郊55.007-30号墓 唐墓 学報57ー1 1955 

4 グ 漫西張家坂410号墓 語纏5 威陽底張湾 東BJロusーtiマn E金貨l 学報59-3 1953 

河南省

6 挟県 （惰婦58墓関4）皇劉偉3年夫 S Chosroes I 考学報通~i=t 1956 
銀貨 2

山西省

7 太原市南郊金勝村第5号墓 唐 基
S Chosroes E銀貨1 考古田－9 1958 
関元遇宝13枚

8 甘武粛省威県康国人康阿達墓 金幣？ 学報59-3 1945 

青海省

9 西寧市城陸廟街
S 76枚 考通58-1 1956 
うちに Peroz銀賞

新彊省

10 Turfan高畠古域内 方盆子内 s i~~~:J 銀銀E銀貸貨貸415 学報57ー2 1955 
Shapur][ 

11 グ Ast亙na古滅 S Ardashir I 
A.Stein 

12 11 Astana墓地 Innermost 1915 
asia Vol I 

第1区第3号基 限口 上中 i：.婚Tマ金話醐欝1 
第1区第5号墓

室長腎事隆

第1区第6号墓 B東ローマ金貨（模）1

第5区第2号裳 Sササン銀貨I

13 グ古墓 S Chosroes E銀貸 黄文弼r吐魯 1928 
嘗考古田J

14 Yarkhoto6号および56号 古 墓 s 1956 
墓

15 Kutcha Subashi古城
s 責文弼r搭皐

完支 品他1 木盆地考古記」

16 克州魯、烏勤恰続桐県爾克孜族自治 考古田－9 1959 

Chosroes E式2;1

跡遺見発

階
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

五
五

Sは Sassanササン朝ペルシヤ、 Bは Byzantin東ローマ帝国を示す。［註〕



惰
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

五
六

で
あ
る
。
墓
誌
に
よ
る
と
劉
民
は
宏
農
華
陰
の
人
と
あ
り
、
険
県
は
宏
農
郡
に
属
し
、
劉
氏
は
歴
代
乙
こ
に
す
ん
だ
一
家
族
で
あ
る
。

新
彊
に
お
い
て
は
一
九
一
五
年
ス
タ
イ
ン
が
高
昌
国
の
旧
城
の
北
に
あ
る
ア
ス
タ
ナ
（
k
r
a削

E
）
古
墓
群
を
発
掘
し
て
、

は
じ
め
て
東
ロ

ー
マ
お
よ
び
サ
サ
ン
・

3
Zの
貨
幣
ぞ
紹
介
し
た
が
、
近
年
に
お
け
る
語
、
青
海
に
お
け
る
出
土
品
に
つ
い
て
は
夏
長
の
く
わ
し
い

報
告
が
あ
り
、
貴
文
開
設
も
か
つ
て
の
調
査
資
料
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
近
時
そ
の
資
料
を
加
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の
分
布
を
み
る
と
カ
シ
ユ
ガ
ル

の
西
万
一

γら
、
ク
チ
ャ
、
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
へ
と
北
道
に
そ
っ
て
ひ
ろ
が
り
、
青
海
省
西
寧
町
で
に
ピ
ル
ス
の
銀
貨
が
多
量
発
見
さ
れ
、
育

海
、
ツ
ア
イ
ダ
ム
盆
地
経
由
の
ル

l
ト
の
あ
っ
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ま
出
土
し
た
も
の
の
種
類
を
あ
げ
る
と
、
左
の
と
を
り
で
あ
る
。

東
ロ

l
マ
帝
国
金
貨

ユ
ス
チ
ニ
ア
ヌ
ス
一
世
同

zas
ドー・4

（
五
二
七

l
五
六
五
年
）
模
製
品

同

右

二
世
宮
田
江
口
同

（
五
六
八
！
五
七
五
年
）

E

サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ヤ
銀
貨

シ
ヤ
プ

l
ル
二
世

ω吉
田
百
円
困

ア
ル
ダ
シ
l
ル
二
世
〉

E
g
E円
困

（三一

O
l三
七
九
年
）

（
三
七
九

l
三
八
三
年
）

シ
ヤ
プ

l
ル
三
世

ωr白司口同国

（
三
八
三

l
三
八
八
年
）

ピ

Jレ

ス

同
】
四
円
。

N

（
四
五
七

l
四
八
三
年
）

ホ

ス

ロ

l
一
世
（
u
r
S
E
a

－（
五
三
九

l
五
七
九
年
）

ホ
ル
ム
ズ
ド
四
世
田
R
B
5
2『
（
五
七
九

l
五
九
O
年）

ホ

ス

ロ

l
二
世
（
U
F
O田
町

O
四
回
］
［

（
五
九

O
l六
二
七
年
）



E

イ
ス
ラ
ム
初
期
銀
貨

pu師同
lg∞gロ

新
彊
、
青
海
は
い
ま
し
ば
ら
く
お
き
、
快
西
、
珂
南
で
は
、
す
く
な
く
も
惰
開
皇
年
代
に
東
ロ

l
マ
な
ら
び
に
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ヤ
の
金
銀

貨
が
墓
中
に
副
葬
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
す
く
な
く
も
北
周
か
ら
惰
代
に
か
け
て
西
域
よ
り
中
圏
内
部
に
こ
の
種
の
貨
幣
そ
の
も
の

が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

〈
河
西
諸
郡
の
西
域
金
銀
貨
〉

『
惰
書
』
巻
廿
四
、
食
貨
志
に
北
周
時
代
の
こ
と
と
し

「
河
西
の
諸
郡
、
或
い
は
西
域
金
銀
の
銭
を
用
う
。
し
か
う
し
て
官
禁
ぜ
ず
」

と
み
え
る
。
桑
原
鴎
蔵
博
士
は
こ
れ
を
イ
ラ
ン
系
統
の
も
の
か
、

ま
た
六
世
期
初
半
の
エ
ク
プ
ト
の
コ
ス
マ
ス

（（
U
O
回
目
曲
目
）
の
記
事
を
引

用
し
、

ロ
ー
マ
の
貨
幣
が
東
は
叶

8
5由

（震日一
H
シ
ナ
）
よ
り
、

西
に
ロ

l
マ
に
至
る
ま
で
貿
易
に
使
用
せ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
、
河
西

こ
の
推
定
は
お
そ
ら
く
半
ば
づ
つ
が
真
実
で
あ
る
。
夏
嬬
氏
の
日
間
摘
す
る

地
方
に
流
通
し
た
も
の
を
ロ

l
マ
の
そ
れ
と
み
と
め
る
と
さ
れ
た
。

よ
う
に
金
貨
は
東
ロ

l
マ
、
銀
貨
は
金
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ヤ
の
も
の
と
す
る
の
が
最
近
の
考
古
学
的
研
究
の
結
果
に
よ
る
無
理
の
な
い
と
こ
ろ

で
あ
ら
う
。

八
東
口

l
マ
と
の
絹
貿
易
〉
東
ロ

l
マ
は
中
国
の
絹
を
も
と
め
て
、
交
戦
国
サ
サ
ン
・
ぺ
ル
シ
ヤ
の
北
に
道
を
も
と
め
、

二
世
は
五
六
八
年

N
冊目
R
n
r
g
を
使
節
と
し
て
突
厭
口
町
与
己
可
汗
の
も
と
に
つ
か
わ
し
て
い
る
。

ユ
ス
－
ア
イ
ヌ
ス

乙
の
道
は
惰
書
に
み
え
る
装
矩
の
西
域
図
記
に
ゐ
る
払
蒜
に
い
た
る
北
道
と
一
致
す
る
。
払
蒜
が
東
ロ

l
マ
の
境
域
で
あ
る
こ
と
は
み
と
め

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
東
西
貿
易
の
仲
介
者
と
し
て
有
名
な
の
は
ソ
グ
デ
イ
ア
ナ
地
方
に
す
む
商
人
た
ち
で
、

突
厩
に
従
属
し
て
い

た
か
れ
ら
は
そ
の
販
路
拡
張
を
つ
よ
く
希
望
し
、

突
販
は
こ
れ
を
み
と
め
て
特
使
を
サ
サ
ン
・

ぺ
ル
シ
ヤ
に
派
遣
し
た
が
、

ぺ
ル
シ
ヤ
側
は

突
販
と
の
直
接
交
渉
を
拒
絶
し
た
た
め
、
突
販
は
五
六
八
年
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
に
使
節
を
派
遣
し
た
。
そ
の
苔
礼
と
し
て

N
2
5円
n
r
g

が
突
厩
王
廷
を
窓
口
訪
し
往
来
が
盛
ん
と
な
っ
た
こ
と
が
っ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

階
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

五
七



惰
越
国
公
独
孤
緩
の
墓
誌
銘
の
考
証

五
八

八
北
朝
に
お
け
る
涼
州
〉
河
西
諸
郡
の
う
ち
涼
州
（
武
威
）
は
す
で
に
五
胡
十
六
園
以
来
、
西
域
の
商
胡
が
多
数
う
つ
り
す
ん
で
い
た
ら

し
い
。
親
書
時
一
一
粟
特
国
伝
に
、
高
宗
代
（
四
五
二
！
四
六
五
）
の
こ
と
と
し
て
「
其
の
国
の
商
人
先
き
に
多
く
涼
土
に
至
り
て
販
貨

す
。
（
説
が
）
姑
蹴
（
涼
州
）
に
克
つ
に
及
び
、
悉
く
虜
と
せ
ら
る
。
高
宗
の
は
じ
め
、
粟
特
玉
、
使
を
つ
か
わ
し
、
之
を
摘
は
ん
乙
と
を
請

ぅ
。
詔
し
て
こ
れ
を
聴
す
」
と
み
え
、

ソ
グ
ド
人
が
こ
乙
を
一
つ
の
根
拠
地
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
北
貌
太
延
五
年
（
四
三
九

）
涼
州
の
民
三
万
余
一
戸
を
平
城
に
う
つ
し
た
と
っ
た
え
て
い
る
が
、

こ
の
際
こ
れ
ら
の
商
胡
も
平
城
に
う
つ
さ
れ
、
西
方
と
の
貿
易
を
平
城
に

む
す
び
つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
北
説
孝
文
帝
の
洛
陽
に
都
を
う
っ
す
や
、

『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
三
に
は

商
胡
販
客
が
自
に
塞
下
に
奔
り
、
い
わ
ゆ
る
天
地
の
区
を
尽
き
己
に
中
国
の
士
風
を
楽
し
み
、
よ
っ
て
宅
と
す
る
も
の
、
あ
げ
て
数
う
べ
か

ら
ず

と
い
っ
て
お
り
、

胡
人
の
帰
佑
し
た
も
の
の
た
め
の
居
住
区
慕
義
里
が
お
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
北
現
代
を
通
じ
て
武
威
、

張
披
な
ど
の
河

西
諸
郡
に
お
い
て
西
域
商
胡
と
の
と
り
引
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

2
v

貌
書
巻
一
六
、

と
間
巻
六
こ
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

西
説
大
統
十
一
年
に
突
厩
土
門
部
が
は
じ
め
て
塞
上
に
至
り
、
絹
を
得
ん
た
め
、
中
国
と
通
ぜ
ん
こ
と
を
願
っ
た
時
に
字
文
泰
は
酒
泉
（
粛

州
）
の
胡
、
安
諾
架
陥
を
使
節
と
し
て
つ
か
わ
し
て
い
る
。
調
書
博
武
威
、
酒
泉
に
胡
人
安
民
が
居
住
し
、
安
息
人
ま
た
は
安
息
王
子
の
後
と

称
し
て
い
た
こ
と
は
、
北
史
詩
九
十
に
み
え
る
安
吐
根
の
伝
や
唐
河
西
節
度
副
使
安
公
碑
犯
と
に
み
え
る
o

安
吐
根
は
安
息
の
胡
人
と
っ
た

え
、
曽
祖
の
時
、
北
貌
に
入
り
、
酒
泉
に
家
し
た
。
説
末
嬬
嬬
に
使
し
て
、
か
え
っ
て
塞
外
に
と
め
お
か
れ
た
が
、
東
説
天
平
の
初
の
嬬
嬬
の

使
に
つ
い
て
耳
目
陽
に
い
た
り
、
乙
の
後
北
斉
高
歓
の
臣
な
り
後
に
は
儀
同
三
司
、
開
府
に
至
っ
て
い
る
。
安
息
は
パ
ル
テ
ィ
ヤ
朝
ぺ
ル
シ
ヤ
で

あ
る
か
ら
、
古
く
ほ
ろ
ぴ
、

hu
し
ろ
安
国
（
切

0
5
3）
の
刈
と
す
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
に
お
け
る
官
僚
が
し
ば
し
ば
利
を
む
さ
ぼ
っ
た
記
事
の
あ
る

大
統
十
二
年
に
涼
州
刺
史
字
文
仲
和
が
叛
し
、
瓜
州
（
安
西
）
の
民
、
張
保
善
が
刺
史
成
慶
を
殺
し
、
仲
和
に
応
じ
た
。
独
孤
信
は
つ
か
わ



さ
れ
て
こ
れ
を
う
ち
、
涼
州
の
民
六
千
余
戸
を
長
安
に
お
く
つ
て
い
る
。
乙
れ
は
北
現
が
涼
州
の
民
を
平
城
に
事
つ
つ
し
た
こ
と
と
同
じ
意
識
を

も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
年
韓
褒
が
都
督
西
涼
州
刺
史
に
除
せ
ら
れ
た
が
、
涼
州
西
域
の
商
貨
至
る
毎
に
貧
者
を
尽
し
て
こ
れ
を
か
わ
し

め
た
と
こ
ろ
、
貧
富
均
し
く
戸
口
殿
実
し
た
と
い
う
。
一
一
比
一
巻

河
酉
諸
郡
を
通
じ
る
道
だ
け
で
な
く
、
北
突
厩
を
経
て
東
灘
、
北
斉
へ
通
じ
、
ま
た
南
の
吐
谷
揮
の
道
と
も
通
じ
た
で
あ
ろ
う
が
、
洞
西
の

道
は
北
周
代
も
ひ
き
つ
づ
き
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
大
道
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

八
隔
代
の
河
西
諸
郡
〉
開
皇
十
三
年
に
は
独
孤
羅
は
使
持
節
総
管
涼
甘
瓜
三
州
諸
軍
事
、
涼
州
刺
史
に
除
せ
ら
れ
た
。
独
孤
羅
に
は
大
し

た
武
人
の
働
き
が
み
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

乙
の
こ
ろ
蘭
州
総
管
遥
奨
長
儒
は
衆
を
ひ
き
い
て
祁
連
山
に
出
で
、
長
駆
し
て
北
西
浦
類
海

に
至
っ
て
い
る
。

乙
の
後
し
ば
ら
く
北
辺
は
静
か
で
あ
る
。
燭
帝
の
即
位
し
た
大
業
の
は
じ
め
ご
ろ
は
西
域
の
諸
蕃
は
多
く
張
披
に
至
っ
て
中

固
と
貿
易
し
た
。

こ
こ
で
議
短
は
か
れ
ら
よ
り
話
を
き
き
西
域
図
記
三
巻
を
撰
し
た
。
大
業
三
年
煽
帝
は
珂
西
を
巡
狩
す
る
こ
と
に
な
り
、
鼎
寓

短
を
敦
燥
に
つ
か
わ
し
た
。
短
は
使
を
高
昌
王
麹
伯
雅
お
よ
び
伊
吾
吐
屯
設
等
に
お
く
り
入
朝
を
う
な
が
し
た
。

燭
帝
が
西
巡
し
て
燕
－
一
文
山
刑
問
一
一
一
酬
に
く
る
と
、
高
昌
玉
、
伊
吾
設
や
西
蕃
胡
二
十
七
国
が
道
左
に
謁
し
た
。
ま
た
武
威
、
張
披
の
士
女

を
盛
飾
、
縦
観
せ
し
め
、
騎
乗
し
て
填
咽
す
る
乙
と
数
十
里
も
っ
て
中
国
の
威
を
示
し
た
と
い
う
o

哨
一
錯
誤
十

こ
の
や
う
に
河
西
諸
郡
に
、
西
域
の
商
胡
が
居
住
し
活
躍
し
て
い
た
と
す
れ
ば
こ
の
地
万
に
西
域
の
金
銀
貨
が
通
行
し
て
い
た
と
し
て
不
思

議
は
な
い
。
か
れ
ら
の
ね
ら
い
は
な
ん
と
い
っ
て
も
中
国
の
絹
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
仕
入
れ
て
突
厭
へ
、
さ
ら
に
東
ロ

l
マ
へ
、
あ
る
い
は
ぺ

と
な
む
官
僚
豪
族
の
手
に
帰
し
た
。

ル
シ
ヤ
え
と
転
売
し
た
。
と
の
か
わ
り
に
中
国
に
は
金
、
銀
器
、
ガ
ラ
ス
器
な
ど
西
方
の
珍
貨
が
お
く
ら
れ
、
中
国
側
の
商
人
や
商
行
為
を
い

こ
れ
ら
の
西
域
の
物
資
は
巴
一
千
一
戸
に
し
て
組
三
千
匹
に
あ
た
る
と
い
う
封
邑
を
も
っ
王
公
の
も
と
に
い

た
る
に
当
然
で
あ
っ
た
。
西
域
の
金
銀
銭
も
か
く
し
て
長
安
を
は
じ
め
と
す
る
上
層
部
の
人
々
の
墓
室
の
中
に
副
葬
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
解
す

べ
き
で
み
の
ろ
う
。

陥
越
国
公
独
孤
懇
の
墓
誌
銘
の
考
証

五
九



惰
越
国
公
独
孤
羅
の
芸
誌
銘
の
考
証

ノ、。

註

ー
、
山
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
太
原
南
郊
金
位
村
庸
墓
」
（
考
古
一
九
五
九
l
九）

2
、
黄
河
水
底
考
古
工
作
隊
ユ
九
五
六
年
秋
河
南
侠
県
発
掘
簡
報
」
（
考
古
通
詞
一
九
五
七
｜
四
）

3

、
ω可・
k
p
・
ω
g
g
w
同
ロ
ロ
耳
目
o
a
〉
包

P

H，v
o
〉
出
口
問
叩
ロ
け

noHHMOHOユ
g

o同
k
p日

S
ロ曲・

同
吋
・
冨
・
の
－

F
oユ
目
。
司
除
一
『
・
注
目
曲
ロ
二
口
〈
O口付
OH同
】
山
田
件
。
同

n
o
E曲
守
口
ロ
色
。
吋

D
E
S
E仏
（
〉
沼
尚
昆
島
民
切
）
〈
OH
困

O江
口
昆

H
S∞

東
ロ

l
マ
お
よ
び
サ
サ
ン
朝
貨
幣
出
土
の
高
島
墓
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
に
整
理
し
て
お
い
た
。
岡
崎
「
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群
の
研
究
」
（
仏
教
芸
術

一
九
）
一
九
五
三
年

4
、
夏
磁
「
中
国
最
近
発
現
的
波
斯
薩
珊
朝
銀
幣
」
（
考
古
学
報
一
九
五
七
！
こ
、
二
八
頁
）

5
、
賞
文
弼
「
土
魯
寄
考
古
記
」
四
九
頁
、
「
塔
里
木
盆
地
考
古
記
」

6
、
李
過
春
「
新
穏
省
烏
恰
県
発
現
金
条
和
大
批
波
斯
銀
幣
」
（
考
古
一
九
五
九
｜
九
）
鳥
恰
県
は
新
彊
省
西
端
に
あ
る
県
で
あ
る
。

ム
初
期
に
製
作
さ
れ
た
ホ
ス
ロ

l
二
世
式
の
も
の
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

乙
こ
の
出
土
は
イ
ス
ラ

7
、
夏
錆
「
青
海
西
箪
出
土
的
波
斯
薩
珊
朝
銀
幣
」
（
考
古
学
報
一
九
五
八
｜
一
）

8
、
桑
原
隙
版
「
階
唐
時
代
に
支
那
に
来
往
し
た
西
域
人
に
就
て
」
（
「
東
洋
文
明
史
論
叢
」
三
四
三
頁

9
、
夏
鮪
「
戚
陽
底
張
湾
陪
墓
出
土
的
東
羅
馬
金
幣
」
（
前
掲
）
六
九
頁

日
、
白
鳥
庫
古
口
「
大
秦
国
お
よ
び
払
蒜
国
に
就
き
て
」
（
「
西
域
史
研
究
」
下
所
収
）
一
一

O
一
頁
「
払
林
問
題
の
新
解
釈
」
（
「
商
域
史
研
究
」
下
所
収
）
六

一一一頁

日
、
羽
田
亨
「
西
域
文
化
史
」
五
二
頁

ロ
、
伊
瀬
仙
太
郎
「
西
域
経
営
史
の
研
究
」
一
四
二
頁

目
、
銚
被
一
万
「
北
朝
胡
姓
考
」
三
八
二
頁

u、
桑
原
隙
蹴
「
前
掲
」
三
五

O
頁

北
斉
に
は
西
域
の
商
胡
が
朝
廷
で
活
躍
し
た
こ
と
が
北
史
巻
九
十
こ
に
み
え
る
。
と
う
し
た
人
々
を
通
じ
北
斉
も
西
方
と
交
易
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。



宮
崎
市
定
「
九
品
宮
人
法
の
研
究
」
四
八
六
頁
に
は
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

店
、
読
書
巻
七
一
夏
侯
道
の
伝
に
北
貌
宣
武
帝
の
時
盛
県
開
国
公
に
除
せ
ら
れ
た
が
、
巴
一
千
一
戸
国
秩
歳
入
絹
三
千
匹
を
と
も
な
っ
た
と
い
う
。

七

、

お

わ

り

に

近
年
、
中
国
に
お
け
る
考
古
学
的
調
査
の
進
捗
に
と
も
な
っ
て
、
莫
大
な
数
に
の
ぼ
る
遺
跡
が
見
出
さ
れ
た
が
、
報
告
さ
れ
る
遺
跡
の
な
か

で
墳
墓
は
そ
の
多
き
を
し
め
て
い
る
。
漢
代
以
前
の
も
の
は
内
容
は
豊
富
で
あ
っ
て
も
被
葬
者
の
名
前
の
わ
か
る
場
合
が
、
き
わ
め
て
稀
で
あ
る

が
、
乙
れ
が
六
朝
以
降
に
な
る
と
墓
券
が
あ
ら
わ
れ
、
墓
誌
も
多
く
な
り
、

こ
と
に
北
現
に
墓
誌
が
定
形
佑
し
、
陪
唐
に
っ
た
え
ら
れ
る
に
い

た
っ
て
一
般
的
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
日
本
で
は
墓
誌
の
あ
ら
わ
れ
る
奈
良
前
期
以
降
、
火
葬
が
普
及
し
て
墳
墓
の
構
造
も
、
き
わ
め
て
簡
素

と
な
り
、
副
葬
品
も
み
る
べ
き
も
の
が
な
く
な
る
の
に
対
し
、
中
国
で
は
依
然
と
し
て
従
来
通
り
基
室
を
そ
な
え
、
明
器
泥
象
を
は
じ
め
多
く

の
副
葬
品
を
お
さ
め
た
の
で
あ
る
。
墓
誌
銘
に
よ
っ
て
民
名
お
よ
び
階
級
や
そ
の
年
代
が
明
ら
か
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
史
伝
に
み
え
る
人

物
と
一
致
す
る
場
合
は
、
両
者
を
検
討
し
て
さ
ら
に
詳
細
な
事
実
が
求
め
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
墓
誌
銘
の
場
合
は
都
合
の
わ
る
い
こ
と

は
省
略
に
従
う
の
で
、

こ
の
点
は
注
意
す
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

六
朝
か
ら
、
陪
代
の
貴
族
政
治
の
時
代
で
は
、
墓
誌
を
有
す
る
も
の
は
そ
れ
な
り
の
家
格
な
り
、
家
系
が
あ
っ
た
。
従
来
出
土
し
た
も
の
を

あ
つ
め
た
『
漢
魂
南
北
朝
墓
誌
銘
集
釈
」
を
み
る
と
元
民
を
は
じ
め
と
す
る
北
族
の
王
族
や
貴
族
を
の
ぞ
く
と
清
河
の
雀
民
、
太
原
の
王
民
、

湖
海
修
県
の
高
氏
、
弘
農
華
陰
の
楊
民
な
ど
各
地
の
豪
族
の
名
前
が
散
見
す
る
。

一
九
四
八
年
河
北
省
景
県
十
八
乱
塚
で
は
北
灘
よ
り
東
灘

北
斉
を
へ
て
陪
代
に
い
た
る
封
民
一
族
の
墓
が
あ
ら
わ
れ
た
が
、
乙
れ
は
高
乾
兄
煎
ら
と
と
も
に
高
歓
に
下
り
、
そ
の
統
一
を
た
す
け
た
河
北

（
勘
海
修
県
）
の
豪
族
封
隆
之
ら
の
一
族
で
あ
る
。
隆
之
の
弟
で
あ
る
封
延
之
の
墓
か
ら
は
騎
馬
伺
、
馬
備
が
出
、
そ
の
子
、
子
絵
の
墓
か
ら

は
青
査
の
大
つ
ぼ
と
と
も
に
套
衣
偶
な
ど
が
出
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
ケ
l
ス
も
今
後
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
て
、
そ
の
副
葬
内
容
か
ら
も
、
当

階
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

ノ、



惰
越
国
公
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
の
考
証

ノ、

時
の
美
術
工
芸
、
経
済
生
活
や
そ
の
交
流
な
ど
も
さ
ら
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
と
お
も
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
独
孤
羅
の
墓
誌
銘
を
と
り
あ
げ
た
が
、
か
れ
は
北
貌
の
北
鎮
、
武
川
鎮
よ
り
、
現
末
の
混
乱
の
た
め
に
放
り
出
さ
れ
、

つ
い
に
西

説
・
北
周
の
重
臣
と
な
っ
た
独
孤
信
の
長
子
で
あ
っ
た
。
信
は
字
文
泰
、
楊
忠
ら
を
は
じ
め
武
川
鎮
出
身
者
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
そ
の
結

果
、
独
孤
氏
は
北
周
、
階
、
さ
ら
に
唐
の
帝
室
の
車
軸
と
な
っ
て
廻
転
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
北
辺
よ
り
関
中
に
入
っ
た
独
孤
氏
は
新
し
い
血

を
そ
そ
ぎ
な
が
ら
も
、
北
規
の
拓
抜
氏
や
北
周
の
字
文
民
と
同
じ
運
命
を
辿
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
独
孤
信
の
長
子
で
あ
り
な
が
ら
、
東
西

の
分
裂
の
た
め
に
、
と
り
の
こ
さ
れ
、
中
山
に
身
を
ひ
そ
め
て
い
た
独
孤
羅
は
、
北
周
が
北
斉
を
し
た
が
え
る
に
い
た
っ
て
、
は
じ
め
て
長
安

に
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
楊
堅
が
惰
の
文
帝
と
な
り
、
中
国
の
統
一
に
そ
の
心
身
を
傾
倒
し
、
妹
の
独
弧
皇
后
は
父
母
の
為
に
寺
院
を
建
立

し
て
、
壮
厳
を
加
え
、
大
興
城
（
長
安
）
は
天
下
の
首
都
と
し
て
ま
す
ま
す
整
備
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
間
羅
は
涼
州
の
刺
史
に
な
っ
た
ほ
か
比

較
的
静
か
な
生
活
を
お
く
つ
て
い
た
や
う
に
お
も
わ
れ
る
。

涼
州
は
北
朝
を
通
じ
、
西
域
の
胡
商
の
あ
つ
ま
る
と
ζ

ろ
で
、
刺
史
と
し
て
赴
任
し
た
か
れ
は
、
朝
早
く
街
に
は
い
っ
て
く
る
胡
人
の
隊
商

の
な
れ
に
眼
を

S
ま
し
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
か
れ
が
東
ロ

1
マ
の
金
貨
を
涼
州
で
手
に
入
れ
た
か
、
ま
た
長
安
で

手
に
入
れ
た
の
か
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
西
域
の
金
貨
な
ど
は
少
年
時
代
の
か
れ
に
と
っ
て
は
夢
に
も
想
像
で
き
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
事

実
で
あ
ろ
う
。

（
一
九
六
O
年
十
月
稿
）
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A study on the inscription on the tombstone of 
Tu-ku-lo (!!kIDUII), prince of Chao-country (Sffil~) 

of Sui (!Ii) dynasty - Special reference to the tombs 
of Northern Chou (~tml), Sui (llri), T/ ang (Jlj) 

dynasties at the Ti-chang-wang (l!U:li~). Hsien

yang (le!~). Shen-hsi Province (~Ein 

by Takashi OKAZAKI 

In the year of 1953, many ancient tombs were found at the 

Ti-chang-wang (I!E~~) of Hsien-yang (JijG~), the opposite bank 

of Hsi-an (@:ti;), Shen--hsi (~@) province. From within these 

tombs many funeral articles, such as many clay figures and potteries 

came out. Some of them are ornamented with mural painting, and 

it became evident from the stone-inscriptions in the tombs that these 

belong to Northern Chou (:ft?co), Sui (~) and T'ang (l!f) dynasties. 

Among them there are tombs of three generations, Tu-ku-hsin @g51fl 
~), Tu-ku-lo (i!nIDIM) and Tu-ku-k'ai-yuan (i!nIDIMl:ii), and it was 

reported by prof. Hsia-nai Olffl!) that from the tomb of Tu-ku-lo 

gold coins of Justin ]I (565-578A. D.) of Byzantine Empire were 

found. The name of the Tu-ku (1.$:lllI) family came originally 

from Tu-ku tribe (i!nIDI'l'$) of Hiung-nu (fi!i}:ID(). The Tu-ku tribe, 
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in alliance with To-ha tribe (f5f,lt$) of Sienpi (ii'f1') gave aids to 

the founding of the state of Northern Wei, and after the advance of 

Northern Wei into China, the Tu-ku family and the To-ha family 

were aristocratized. 

Tu-ku-hsin had been liuing in the northern border as a 

commander of northern defence of Northern Wei, untill he went south 

-wards during the upheaval of the end of Northern Wei, and became 

a chief vassal of Western Wei (jfil)!L) and Northern Chou Ut;m!). 
Tu ku-lo, the eldest son of Tu-ku-hsin, apart from his father 

lived in Eastern Wei (J;Rj!.) and Northern Ch' i (:fl:;*), and when 

Northern Chou subjugated Northern Ch'i and Wen-ti (3tii!ifl of Sui, 

the husband of his younger sister, brought China under his sway, 

he made his apperance in Ch'ang-an (:Efy,:). The daughters of Tu

ku-hsin were married respectively to Ming-ti (~Jlw) of Northern 

Chou, Wen-ti (3tw) of Sui and Li-ping ($'1fi), the father of Kao

-tsu (~tH) of T'ang, and it is very interesting that the tombs of this 

family of Tu-ku-hsin were found unexpectedly. 

Recently thanks to the efforts of Chinese archceologists many 

tombs of Sui and T'ang dynasties have been under investigations at 

the various parts of the country, and from no small numbers of 

tombs among them coins of Byzantine Empire and Sassanid Persia 

have been unearthed. The area of which covers Hsin-chiang(~jE), 

Kan-su Ctrl*t) Ching-hai ('/lfi#O, Shen-hsi (~lfff), Ho-nan(friJp/i;i) 

and Shan-hsi (rl!ifil). The Sorts of coins are as following 

I . Gold coins of Byzantine Empire 

Justin I (527-565) imitation 

Justin Il (565-578) 

Il . Silver coins of Sassanid Persia 

Shapur Il (310-379) 

Ardashir Il (379-383) 

Shapur fil (383-388) 

Peroz (457-483) 

Chosroes I (539-579) 
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I-lormuzd IV (579-590) 

Chosroes I[ (590-627) 

lI[. Silver coins of Post-Sassnid 

In the Vol. 24 of "the Annals of the Sui dynasty" (~if), it reads 

that during the dynasty of northern Chou gold and silver coins of 

western countries (jffi~) were used in all over the present Kan-su 

(i:!"ffl) Province, and this was confirmed by these unearthed. 

At that time in Liang-chou (tffi1m (Wu-wei (~~)) and Su

chou (ffl1ii) (Ch'uchiian (Mi~)) there lived merchants of western 

countries such as Sogdians. They bought silk from China an resold it 

to the west. As substitutes for silk, it seems, gold, silver, glass wares, 

and also gold and silver coins entered in China. 

It is expected that these circumstances will be revealed more 

and more through these archceological investigations of recent 

years. 
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